
会長挨拶
　　　　　　　　　　西山徳芳 会長 
　会員の皆様におかれましては、地区大会
のオンラインでの視聴、ありがとうござい
ました。現地で参加された方は二日間に
わたっての長い時間、ご苦労様でした。
　三条東RC外山信良会長エレクト、飯山
武志副幹事、坂西哲昌副SAA、本日は
ようこそいらっしゃいました。ごゆっくり
お過ごしください。

　さて、私は田舎の方に住んでいます。田んぼは周りにある
わけで、散歩をしていると稲刈りの後の切り株から穂が伸び
ております。その切り株から「ひこばえ」とか、「ひつち」、
「ひつじ」、「再生イネ」、「2番穂」などと呼ばれる株が生え
てきます。
　稲刈り後に生えたものとはいえ、同じ稲が実をつけている
ので食べられるのではないだろうか、と考えてしまうわけ
です。そこでちょっと考えてみました。いつも食べている
食事で、茶碗一杯が炊き上がりで100gから150g、お米を
粒数にすると3250粒、なかなかの数です。
　続いて一株にどれほどコメがとれるか考えます。子供たち
の夏休みの課題で、バケツに稲を育てることがあります。
　一株を植えるのですが、一株から3本の茎が立ちます。
一つの茎から約100粒が取れます。
　つまり茶碗一杯3250粒、一つの茎から100粒、11株で一
杯になります。ちょっと家で育てて自分の食事にすることは
無理があるようです。

　やはり実りの悪い、2番穂は、シベリアから飛ん
できた白鳥や鴨の餌にちょうどいいようです。
　ちなみに平成5年に全国的に冷害であった時、
岩手県でも記録的な不作となりました。
　翌年の平成6年に植える種籾もありませんでし
た。そこで5年の秋に収穫した米を種もみとして、
石垣島で早めに作ってもらい、岩手での翌年の田
植えに間に合わせたという話があります。
　今、お米は余っているそうですが、会社の仕事を
しなくなったら自給自足をするのに稲を育てるの
は、かなり無理があると思います。取った米粒を数
えるような時が来ないことを祈ります。

幹事報告
　　　　　　 梨本次郎 幹事

◎髙橋ガバナー事務所より
　「地区大会の御礼」
◎三条RACより
　「50㎞清掃活動のご案内」
　　　日　　時　11月20日（日）
　　　　　　　　8：00～9：00（受付開始 7：30）
　　　集合場所　ひめさゆりパーク（三条市下大浦）
◎三条市立大学より
　「医工連携セミナーのご案内」
　　　日　　時　11月24日（木）16：30～18：00
　　　会　　場　三条市立大学 4階 共和松井ホール
　※当初11月10日が申込締切でしたが、締め切りを
　設けずに受け付けることになりました。

◎クールビズ期間は終了しております。
　例会にご出席の際は、ジャケット・ネクタイの
着用をお願いいたします。

◎次週 23日は祝日のため休会です。

ニコニコBOX　
三条東RC　外山信良会長エレクト
　本日、よろしくお願いします。
三条東RC　飯山武志副幹事
　本日はお世話になります。よろしくお願いします。
三条東RC　坂西哲昌副SAA
　本日は、例会に参加させていただきまして、あり
がとうございます。勉強をさせていただきます。

西山徳芳会長
　弥彦の帰りに、二・七の市日でかきのもとを買っ
て食べました。花より団子になりました。
　地区大会への参加ありがとうございます。
吉井直樹さん
　本日、地区大会報告を宜しくお願いします。
　東クラブ 外山エレクト、飯山次年度幹事、坂西
SAAようこそおいで下さいました。

梨本次郎さん
　膝が痛くてしばらくランオフしていましたが、
痛みがおさまってきたので久し振りに走り始め
ました。走れることが幸せです。

斎藤弘文さん
　赤坂離宮 迎賓館見学しました。本当に素晴しい。
中林順一さん
　寒くなって来たので、冬の園芸作業をしなければ
と思うのですが天気が良いと遊びに行くし、雨が
降ると作業が出来ないし、わがままで困ります。

嘉瀬一洋さん
　地区大会がどういうものなのかも分かっていま
せんが、西山会長の卓話で勉強させて頂きます。

小越憲泰さん
　だいぶ寒くなって来ました。お互い健康に気を
付けましょう。

高橋　司さん
　西山会長「地区大会」出席ご苦労様でした。卓話
楽しみです。

衛藤泰男さん
　市から、5回目のワクチン接種予約書をいただき
ました。注射は痛くていやですがそうも言って
られません。

相場弘介さん
　本日もよろしくお願い致します。
小林吾郎さん
　先週オヤジの一周忌を行いました。早いものです。
杉山幸英さん
　寒くなりました。御身御自愛下さい。
歸山　肇さん
　西山会長、地区大会御苦労様でした。
中村信一さん
　地区大会お疲れ様でした。
野水靖之さん
　東ロータリークラブの皆様ようこそ。
　本日の地区大会報告、よろしくお願い致します。
中村和彦さん
　都合により早退させていただきます。
渡辺良一さん、 　若槻八十彦さん、 五十嵐晋三さん、
松永一義さん、 　船越良則さん、 　松平隆行さん、
小出子恵出さん

　地区大会報告ご苦労様です。お話楽しみにして
おります。
安達俊明さん、　 柳取崇之さん、　 長谷川徹さん、
早川滝徳さん
　よいことがありました。スマイルボックスに
協力いたします。

　　　　　　　　11月16日分　￥    34,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  445,000

1

　ジェニファー・ジョーンズ会長は大変魅力的な方
で、情熱的なメッセージを語ってくださいました。
　たった2分間の映像です。地区大会のアーカイブ
では57分からですので、もし興味のある方、山田
邦子RI会長代理のスピーチと併せてご覧頂ければと
思います。
　さて、私からは地区大会の食事についてと、講演
会の内容について少し報告させてもらいたいと思い
ます。二日目の本会議の挨拶で、髙橋ガバナーは
前日のRI会長代理歓迎晩餐会の食事について触れ
られました。
　2050年には世界の人口は90億人に達していると
予想され、食糧生産は今の70％増産する必要があり
ます。また、現在発展途上と言われている国々では、
急速に欧米化が進んでおり、約20％のカロリーを
動物性タンパク質によって摂取しようとしているの
ですが、1kgの食用牛肉には約16,000リットルの水が
投下されており、同じカロリーの穀物と比べると
数倍以上になります。地球上の水は限られた資源で
あり、これからの持続可能な社会を考えると、食料
難、食肉不足が懸念されます。そこで、今回の晩餐
会の一部には食糧危機に備え、持続可能な取り組み
として、ミートソースの挽肉の代わりに、大豆ミー
トを用いたとのことです。私は全然気づきませんで
した。恐らく、会場にいた人で大豆ミートという
ことが分かった人はいなかったのではないかと思い
ます。
　また、地域産業支援、輸送コストとエネルギーの
削減を意識して県産品にこだわったメニュー構成と
の説明もありました。
　髙橋ガバナーはこのようにメニューに趣向を凝
らしたことを、「環境問題に対するささやかな試み」
として紹介されましたが、食事前に言われるとやや
興覚めするところ、すっかり食べて、飲んで、忘れ
た翌朝のスピーチで話す当たりがさすがだなと思い
ました。

　ちなみに本会議二日目の昼食は食事前に「大豆
ミートを使ったカツ丼と、そのご飯にはコンニャク
ライス」という説明が司会者よりありました。これ
には皆、興覚めしてしまいましたが、食べてみたら
何の遜色もなく、味も大変美味しかったため、この
試みは大成功だったのではないかと思います。
　少し前の話で、これも気付きませんでしたが、
PETSでの昼食のサンドイッチもパンの耳を切らな
いもので、食品ロスを意識したものだったそうです。
こうした髙橋ガバナー年度の取り組みに感心しま
した。
　今月は財団月間であり、財団の取り組みテーマは
「環境」とのことです。
　本会議、午後の部には里山資本主義の著者であり、
東大法学部卒、MBA取得、日本総合研究所主席
研究員、日本政策投資銀行特任顧問の藻谷浩介氏
より「これからのニッポン、新潟の地域力を高める」
として記念講演がありました。
　藻谷さんは、歯に衣を着せない攻撃的な物言いで、
今までの常識をバッサバッサと切り倒し、会場に
向けても「これだから野球は巨人の長嶋茂雄だと
いっている世代はダメなんだ」と痛快に語られ、
予定時間を10分以上オーバーしましたが、誰からも
不満も出ず、もっと聞きたいと思わせる内容でした。
内容については私が語るより、実際に聞いてもらっ
た方が良いと思いますので、興味のある方は是非、
地区大会のアーカイブをご視聴下さい。大変参考に
なり、勉強になりました。

　　　　中村信一 
　　　　米山記念奨学委員長
　米山記念奨学事業についての
水野功氏のお話の中で、奨学生が
世界で活躍されていること、奨学
生としての体験は時間を超えてい
ろいろな形で広がっている。奨学
生として受けたことが年月を経て

も、各々の奨学生が心にとどめてそれぞれの奨学生
が出来ることでいろいろな形で貢献された例をお話
いただきました。
　その話を聞きながら「循環無端の話」を思い出し
ました。
　明治23年、トルコの軍艦エルトゥールル号が和
歌山の串本で難破したときに村人が総出で救助しま
した。当時は台風のため食料もわずかで自分たちの
生活も厳しかったにも関わらず命を懸けて救助に
あたりました。それから百年の時を超えて、1985年

「地区大会報告」
　　　　　　西山徳芳 会長
　今年度の地区大会は、先週12
日と13日にホテルイタリア軒と
ANAクラウンプラザホテル新潟
で行われました。今年も昨年と
同じようにリモートと実際の
集りを混合した形です。
　現地で参加したのは、私西山、

梨本幹事、中村信一米山記念奨学委員長、相場地区
ローターアクト委員長の4人になります。
　残りのメンバーは、昨年は越前屋ホテルに集まっ
たと思いますが、今年は会員それぞれで、オンライン
で参加することなりました。
　今回は、各クラブ会長、幹事、財団・米山委員長
と一部の地区役員だけになり、以前のように大型
バス2台で市役所から連なって行くのでなく、マイ
クロバス1台に収まってしまいした。
　来年度は、三条北RCから米山ガバナーを輩出する
ので、三条北RCは実行委員会での参加となりました。
会場は例によってテーブルにパーテーションを立て
感染防止対策をして式典に臨みました。ガバナーが
入場される時に令夫人と入場をされるわけですが、
普通、腕を取って入場されるわけですがこの度は
しっかりと手をつないで入場されたのがすごく印象
に残りました。自分はこのような場面で手を取って
入場できるだろうか、少し自信がありません。
　今年の来賓は、RI会長代理 2840地区前橋RCの
山田邦子さんで女性であります。
　会長代理の挨拶におかれましても女性ということ
で、 RIの会長も女性です。女性の会長が活躍する
場面も多く出てくるだろうと思います。
　来年のRI会長は男性ですが、再来年には女性のRI
会長が登場いたしますとのことです。
　式典は開会宣言の後、国歌ならび、奉仕の理想で
すが、新潟のホテルにおいては生ピアノで歌います。
石本パストガバナーが指揮を取られました。ダンス
をたしなまれるそうで、リズミカルに振られました
が、残念なことに歌えません。
　休憩の後に、ロータリー財団の講演ということで
日本を3つに分け、第1地域ロータリーコーディネー
ターの橋岡久太郎氏が登壇されました。東京・赤坂
の生まれで、能楽のシテ方、主役をやっていられた
方で、3歳の時には初舞台を踏んでいたそうで、
ロータリーも千葉・佐倉中央RCに入会され、クラブ
会長、ガバナーを経験された方です。講演の中で、「世
界で良いことをしよう」をスローガンに推進された
と言うところは非常に印象に残りました。

　集まった会員の同士で話を聞いていると、コロナ
に誰々が感染したとか、実は私も感染したという話
も聞こえてきて、ちょっと怖かったです。皆さん
がマスクをつけているので、感染の恐れはないと安
心はしておりました。
　それから二つの講演の中でDEI（Diversity, equity 
and inclusion）多様性・公平さ・インクルージョンで、
女子の活躍、包括性ということについて度々触れて
いたことが印象に残ります。米山記念奨学の話の中
で髙橋ガバナーから質問が出て、「中国人又はアジア
からの留学生が最近減ってきている。これは何かと
いう。」質問が出ました。これについて詳細な分析
はしたわけではないという断りの上で、世界の中で
日本の豊かさが総体的に下がってきていることと、
学力の上で大学のランキングが低い、東大でも世界
では70位ぐらいなので、他の大学に流れる場面が
多くなってきたのではなかろうかと分析されていた。
　休憩を挟んで RI会長代理歓迎晩餐会で会食する
わけですが、パーテーションを立てた上でお酌は
なさらぬように、席は離れることのないように、
手酌でとのお達しで、乾杯の後はパーテーションの
両隣ぐらいしか話ができない状態でしたが、宴会で
は接近しすぎて仕切りを倒し、テーブルが雪崩を
打って崩壊するテーブルが二つあり、すべての料理
をセットしなおすアクシデントがあった。
　会が進むとさすがに、何人かの方が挨拶に回った
ように見受けられました。アトラクションは古町
芸妓の踊りで、祝舞、四季の新潟、相川甚句なので
楽しめた、クラブ全員で参加できればもっと楽しかっ
たのでしょうが、仕方のないことなのかなと自分で
納得させました。
　2日目は会場をANAクラウンプラザホテル新潟に
移し、会場の入り口に三条RACのペットボトルキャッ
プの回収についての特設のブースがあり、メンバー
と相場地区ローターアクト委員長がアピールをして
いた。
　12日と同様に開会宣言の後、来賓役員の紹介、
物故会員を追悼し、ガバナー挨拶で始まり、RI会長
代理並びに、 RI会長のメッセージが流された。前年
度収支報告、監査報告の後、大会委員会の報告中で
も、南雲ガバナーノミニーの次、3年後のガバナー
の指名ができなかった報告があった。各種表彰の後、
活動報告としてロータリー財団奨学生、米山記念
奨学生、インターアクト地区代表、ローターアクト
地区代表の報告があった。
　表彰ではわが三条RCから、小越憲泰会員がロータ
リー米山記念奨学会寄付・個人表彰を受けられたこ
とを、ご報告いたします。
　食事はサステナブルという話で、昼食及びに晩餐

会の席でも肉が代替肉であったり、料理の材料が
県産品で輸送コストのかからないものであったり、
ご飯に、こんにゃくの粒が入ってるコンニャクライス
であったり、色々と新しい試みを盛り込んだSDGs
の食の実践であった。
　午後からの記念講演は藻谷浩介氏の、「これからの
ニッポン、新潟の地域力を高める」を演題に講演が
あった。講演については皆さんもご覧頂いたように、
数字の比較から生活保護、高齢化率、高齢者数、
日本の貿易相手国金額など小学生でも分かるくらい
簡単に数字を棒グラフにしての比較で、見やすく
聞きやすい講演であった。
　後はゴルフ大会の表彰 、RI会長代理の講評、
記念品の贈呈、米山ガバナーエレクトによる次回
開催地の挨拶PR、来年度三条の地において地区大会
を開くことを述べられている。北クラブがホスト
クラブになるがコ・ホストクラブとして三条RCを
始め三つのクラブが協力しなければならないという
ことを思わせた。
　本会議を閉じ、その後は親睦交流会となったが、
記念公演として、元宝塚月組の越乃リュウの歌謡
ショーが行われました。越乃リュウは新潟市小針の
焼き鳥屋さんの娘さんだそうで大変親近感を覚えま
した。報告を終わります。

　 　 　 　 梨本次郎 幹事
　地区大会は、地区のメンバー
が一堂に会し、そこで語られるス
トーリーや、分かち合う友情か
ら、ロータリーの奉仕の情熱を
高めることができる素晴らしい
大会だと思います。
　画面越しのオンライン映像で

は、そうした気持ちの高ぶりを感じることは難しく、
それは、対面でリアルに会うからこそ得られるエネ
ルギーであると思います。
　今回はCOVIT-19禍ということもあり、地区役員
と、各クラブの会長、幹事、一部対象者のみという
人数制限の中で第一日目の「指導者育成セミナー」、
第二日目の「本会議」が行われました。そうした
中で、幸運にも私は本年度幹事ということで、
第2560地区の地区大会に参加できたわけですが、
これは本当にありがたいことで、私自身、大変な
学びになりました。会場でしか感じることのできな
い雰囲気、ロータリーに対する愛情や熱意、奉仕の
想い、謙虚に学ぼうという姿勢、そして、何より、
そこに集う皆が、リーダーとして果敢に目的意識を
持って行動しようという意欲を肌で感じることがで
きました。まさに、ロータリーの奉仕の情熱を高め
ることができる素晴らしい大会だったと思います。
　本年度RI会長は、初の女性会長であるジェニ
ファー・ジョーンズさんですが、このようなことを
述べました。
　「私は最初の女性会長であるが、最後の女性会長
ではない」
　来年の会長エレクトは男性ですが、会長ノミニー
はアメリカ合衆国の女性の方だという発表が山田
邦子RI会長代理よりありました。
　前橋RC所属の内科医である山田邦子RI会長代理
も女性ですが、RIでは女児地位向上アンバサダーに
就任しており、昨年よりRIで取り組みが始まった
「女児のエンパワーメント」について、本年度の
ジェニファー・ジョーンズ会長も継続して取り組ん
でいると述べられました。これは女児の安全、教育、
健康、福祉を向上させる活動のことです。
　これからの世界の発展を考えた時に女性にもっと
もっと活躍の機会を与えなければならない。その
ためには幼いころから世界中の女の子の地位を向上
させようという活動です。
　山田邦子RI会長代理のスピーチも大変すばら
しく、これを聞けただけでも地区大会に来た意義が
あったと感じましたが、その山田邦子RI会長代理が
あいさつの中で流したジェニファー・ジョーンズ
会長のスピーチに心を打たれました。

イラン、イラク戦争のときにトルコ政府は取り残さ
れた215名の日本人のために飛行機2機を現地に差し
向けて救出してくれました。その5年後トルコ地震
の時にはその時助けられた日本人皆で義捐金を集め
トルコにおくりました。そしてそこでまた感謝され
たのです。
循環無端
宇城道塾という「武道で平和への循環をつくる」
と題して次のように記載されています。
日本の戦闘経という西暦1千年頃につくられた
日本最古の武経の正典による考えですが、「循環す
なわち、めぐりめぐって端なし。」
無限に行き詰まることはない。
　ロータリーに参加し活動を行う中で循環無端の
思想をより身近に体現できると思います。
　宇城道塾では「武道で平和の循環を作る」
　ロータリーでは「ロータリーの活動で平和の循環
と未来への循環を作る」一端になれたらと思いま
した。

　相場弘介
　地区ローターアクト委員長
　地区青少年奉仕員会に出向
している事から、RI会長代理御
夫妻歓迎晩餐会から地区大会に
参加して参りました。新潟RCを
ホストクラブに11月12日（土）
ホテルイタリア軒にて総勢198名

での晩餐会でした。コロナ禍と言われ現状に至る
3年間を払拭するような素晴らしい晩餐会で、RI会長
代理 山田邦子様も前橋RC所属であることから元々
は同じ地区であった新潟に来られてとても感慨深い
と仰っておりました。
　そして13日（日）にはANAクラウンプラザホテル
にて本会議が開催されました。午前の部として通例
のセレモニーから収支・各種報告や表彰と進みまし
た。ここでは活動報告としてロータリー財団奨学生、
米山記念奨学生、インターアクト地区代表、ロー
ターアクト地区代表も登壇しました。私はお役目上
ローターアクト田巻代表に注目しておりましたが、
各代表とも学生という立場や年齢を感じさせない
非常に素晴らしい堂々とした報告と内容で改めて
感銘を受けました。
　そして午後の部の記念講演「これからのニッポン、
新潟の地域力を高める」では藻谷浩介氏による本当
に目から鱗が落ちる、普段我々が接している報道や
情報がいかに事実（数値やデータ）とかけ離れている

かを知らされました。講演の中で藻谷氏が何度も
仰っていた “何事も解釈する前に実態確認” という
言葉がとても印象に残っています。そして交流会で
は元宝塚歌劇団月組組長の越乃リュウ氏による記念
公演とともに和やかに時間が過ぎて行きました。
　報告は以上ですが、今回の地区大会では地区財団
委員会ポリオプラス委員会の髙坂委員長より依頼を
受け、13日（日）本会議前の一時間、地区ローター
アクト田巻代表とともに三条ローターアクトクラブ
川越会長と笠原幹事にご協力いただき、三条ロー
ターアクトクラブのポリオワクチン確保に向けた
ペットボトルキャップ回収事業の紹介ブースを出展
しました。実際にワクチン一回分に変わるペットボ
トルキャップを展示したことから皆さまから非常に
注目され良いアピールになったと思います。休日の
早朝からご協力いただきました田巻代表、川越会長、
笠原幹事には本当に感謝しております。有り難う
ございました。

　また実動に当たり提唱クラブとしてご調整をいた
だきました梨本幹事と小林青少年奉仕委員長にも改
めまして御礼申し上げます。
　次年度は第四分区での地区大会開催となります。
コ・ホストクラブの一員として出来る限り協力し、
盛り上げていきたいと考えております。よろしくお
願い致します。

再生・新生・共生

会 長
会長エレクト
副 会 長
幹 事
S 　 A 　 A
会 計
直 前 会 長
会長ノミニー

西 山 徳 芳
吉 井 直 樹
野崎喜一郎
梨 本 次 郎
石 黒 良 行
五十嵐博宣
歸 山 　 肇
渡 辺 良 一

（クラブ奉仕A）

（クラブ奉仕B）

第２５６０地区ガバナー
／
／
／
／
／
／
／
／

／髙橋秀樹

例会日／毎週水曜日１２：３０～
例会場及び事務局／
　三条市旭町２－５－１０　三条信用金庫本店内
例会場／TEL ３４－３３１１
事務局／TEL ３５－３４７７   FAX ３２－７０９５
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■本日の出席会員数：57名中40名
■先々週出席率：98.25％

【ヴィジター】
 ・三条東RC
　 外山信良さん、飯山武志さん、
　 坂西哲昌さん

【先週のメークアップ】
［11.10］三条RACへ
 ・西山徳芳さん、梨本次郎さん、
 ・小林卓哉さん、相場弘介さん、
 ・吉井直樹さん
［11.12］地区大会（新潟）へ
 ・西山徳芳さん、梨本次郎さん、
 ・中村信一さん、相場弘介さん
［11.13］地区大会（新潟）へ
 ・西山徳芳さん、梨本次郎さん、
 ・相場弘介さん
［11.13］地区大会（オンライン配信）へ
 ・全会員登録

2022～2023



会長挨拶
　　　　　　　　　　西山徳芳 会長 
　会員の皆様におかれましては、地区大会
のオンラインでの視聴、ありがとうござい
ました。現地で参加された方は二日間に
わたっての長い時間、ご苦労様でした。
　三条東RC外山信良会長エレクト、飯山
武志副幹事、坂西哲昌副SAA、本日は
ようこそいらっしゃいました。ごゆっくり
お過ごしください。

　さて、私は田舎の方に住んでいます。田んぼは周りにある
わけで、散歩をしていると稲刈りの後の切り株から穂が伸び
ております。その切り株から「ひこばえ」とか、「ひつち」、
「ひつじ」、「再生イネ」、「2番穂」などと呼ばれる株が生え
てきます。
　稲刈り後に生えたものとはいえ、同じ稲が実をつけている
ので食べられるのではないだろうか、と考えてしまうわけ
です。そこでちょっと考えてみました。いつも食べている
食事で、茶碗一杯が炊き上がりで100gから150g、お米を
粒数にすると3250粒、なかなかの数です。
　続いて一株にどれほどコメがとれるか考えます。子供たち
の夏休みの課題で、バケツに稲を育てることがあります。
　一株を植えるのですが、一株から3本の茎が立ちます。
一つの茎から約100粒が取れます。
　つまり茶碗一杯3250粒、一つの茎から100粒、11株で一
杯になります。ちょっと家で育てて自分の食事にすることは
無理があるようです。

　やはり実りの悪い、2番穂は、シベリアから飛ん
できた白鳥や鴨の餌にちょうどいいようです。
　ちなみに平成5年に全国的に冷害であった時、
岩手県でも記録的な不作となりました。
　翌年の平成6年に植える種籾もありませんでし
た。そこで5年の秋に収穫した米を種もみとして、
石垣島で早めに作ってもらい、岩手での翌年の田
植えに間に合わせたという話があります。
　今、お米は余っているそうですが、会社の仕事を
しなくなったら自給自足をするのに稲を育てるの
は、かなり無理があると思います。取った米粒を数
えるような時が来ないことを祈ります。

幹事報告
　　　　　　 梨本次郎 幹事

◎髙橋ガバナー事務所より
　「地区大会の御礼」
◎三条RACより
　「50㎞清掃活動のご案内」
　　　日　　時　11月20日（日）
　　　　　　　　8：00～9：00（受付開始 7：30）
　　　集合場所　ひめさゆりパーク（三条市下大浦）
◎三条市立大学より
　「医工連携セミナーのご案内」
　　　日　　時　11月24日（木）16：30～18：00
　　　会　　場　三条市立大学 4階 共和松井ホール
　※当初11月10日が申込締切でしたが、締め切りを
　設けずに受け付けることになりました。

◎クールビズ期間は終了しております。
　例会にご出席の際は、ジャケット・ネクタイの
着用をお願いいたします。

◎次週 23日は祝日のため休会です。

ニコニコBOX　
三条東RC　外山信良会長エレクト
　本日、よろしくお願いします。
三条東RC　飯山武志副幹事
　本日はお世話になります。よろしくお願いします。
三条東RC　坂西哲昌副SAA
　本日は、例会に参加させていただきまして、あり
がとうございます。勉強をさせていただきます。

西山徳芳会長
　弥彦の帰りに、二・七の市日でかきのもとを買っ
て食べました。花より団子になりました。
　地区大会への参加ありがとうございます。
吉井直樹さん
　本日、地区大会報告を宜しくお願いします。
　東クラブ 外山エレクト、飯山次年度幹事、坂西
SAAようこそおいで下さいました。

梨本次郎さん
　膝が痛くてしばらくランオフしていましたが、
痛みがおさまってきたので久し振りに走り始め
ました。走れることが幸せです。

斎藤弘文さん
　赤坂離宮 迎賓館見学しました。本当に素晴しい。
中林順一さん
　寒くなって来たので、冬の園芸作業をしなければ
と思うのですが天気が良いと遊びに行くし、雨が
降ると作業が出来ないし、わがままで困ります。

嘉瀬一洋さん
　地区大会がどういうものなのかも分かっていま
せんが、西山会長の卓話で勉強させて頂きます。

小越憲泰さん
　だいぶ寒くなって来ました。お互い健康に気を
付けましょう。

高橋　司さん
　西山会長「地区大会」出席ご苦労様でした。卓話
楽しみです。

衛藤泰男さん
　市から、5回目のワクチン接種予約書をいただき
ました。注射は痛くていやですがそうも言って
られません。

相場弘介さん
　本日もよろしくお願い致します。
小林吾郎さん
　先週オヤジの一周忌を行いました。早いものです。
杉山幸英さん
　寒くなりました。御身御自愛下さい。
歸山　肇さん
　西山会長、地区大会御苦労様でした。
中村信一さん
　地区大会お疲れ様でした。
野水靖之さん
　東ロータリークラブの皆様ようこそ。
　本日の地区大会報告、よろしくお願い致します。
中村和彦さん
　都合により早退させていただきます。
渡辺良一さん、 　若槻八十彦さん、 五十嵐晋三さん、
松永一義さん、 　船越良則さん、 　松平隆行さん、
小出子恵出さん

　地区大会報告ご苦労様です。お話楽しみにして
おります。
安達俊明さん、　 柳取崇之さん、　 長谷川徹さん、
早川滝徳さん
　よいことがありました。スマイルボックスに
協力いたします。

　　　　　　　　11月16日分　￥    34,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  445,000
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　ジェニファー・ジョーンズ会長は大変魅力的な方
で、情熱的なメッセージを語ってくださいました。
　たった2分間の映像です。地区大会のアーカイブ
では57分からですので、もし興味のある方、山田
邦子RI会長代理のスピーチと併せてご覧頂ければと
思います。
　さて、私からは地区大会の食事についてと、講演
会の内容について少し報告させてもらいたいと思い
ます。二日目の本会議の挨拶で、髙橋ガバナーは
前日のRI会長代理歓迎晩餐会の食事について触れ
られました。
　2050年には世界の人口は90億人に達していると
予想され、食糧生産は今の70％増産する必要があり
ます。また、現在発展途上と言われている国々では、
急速に欧米化が進んでおり、約20％のカロリーを
動物性タンパク質によって摂取しようとしているの
ですが、1kgの食用牛肉には約16,000リットルの水が
投下されており、同じカロリーの穀物と比べると
数倍以上になります。地球上の水は限られた資源で
あり、これからの持続可能な社会を考えると、食料
難、食肉不足が懸念されます。そこで、今回の晩餐
会の一部には食糧危機に備え、持続可能な取り組み
として、ミートソースの挽肉の代わりに、大豆ミー
トを用いたとのことです。私は全然気づきませんで
した。恐らく、会場にいた人で大豆ミートという
ことが分かった人はいなかったのではないかと思い
ます。
　また、地域産業支援、輸送コストとエネルギーの
削減を意識して県産品にこだわったメニュー構成と
の説明もありました。
　髙橋ガバナーはこのようにメニューに趣向を凝
らしたことを、「環境問題に対するささやかな試み」
として紹介されましたが、食事前に言われるとやや
興覚めするところ、すっかり食べて、飲んで、忘れ
た翌朝のスピーチで話す当たりがさすがだなと思い
ました。

　ちなみに本会議二日目の昼食は食事前に「大豆
ミートを使ったカツ丼と、そのご飯にはコンニャク
ライス」という説明が司会者よりありました。これ
には皆、興覚めしてしまいましたが、食べてみたら
何の遜色もなく、味も大変美味しかったため、この
試みは大成功だったのではないかと思います。
　少し前の話で、これも気付きませんでしたが、
PETSでの昼食のサンドイッチもパンの耳を切らな
いもので、食品ロスを意識したものだったそうです。
こうした髙橋ガバナー年度の取り組みに感心しま
した。
　今月は財団月間であり、財団の取り組みテーマは
「環境」とのことです。
　本会議、午後の部には里山資本主義の著者であり、
東大法学部卒、MBA取得、日本総合研究所主席
研究員、日本政策投資銀行特任顧問の藻谷浩介氏
より「これからのニッポン、新潟の地域力を高める」
として記念講演がありました。
　藻谷さんは、歯に衣を着せない攻撃的な物言いで、
今までの常識をバッサバッサと切り倒し、会場に
向けても「これだから野球は巨人の長嶋茂雄だと
いっている世代はダメなんだ」と痛快に語られ、
予定時間を10分以上オーバーしましたが、誰からも
不満も出ず、もっと聞きたいと思わせる内容でした。
内容については私が語るより、実際に聞いてもらっ
た方が良いと思いますので、興味のある方は是非、
地区大会のアーカイブをご視聴下さい。大変参考に
なり、勉強になりました。

　　　　中村信一 
　　　　米山記念奨学委員長
　米山記念奨学事業についての
水野功氏のお話の中で、奨学生が
世界で活躍されていること、奨学
生としての体験は時間を超えてい
ろいろな形で広がっている。奨学
生として受けたことが年月を経て

も、各々の奨学生が心にとどめてそれぞれの奨学生
が出来ることでいろいろな形で貢献された例をお話
いただきました。
　その話を聞きながら「循環無端の話」を思い出し
ました。
　明治23年、トルコの軍艦エルトゥールル号が和
歌山の串本で難破したときに村人が総出で救助しま
した。当時は台風のため食料もわずかで自分たちの
生活も厳しかったにも関わらず命を懸けて救助に
あたりました。それから百年の時を超えて、1985年

「地区大会報告」
　　　　　　西山徳芳 会長
　今年度の地区大会は、先週12
日と13日にホテルイタリア軒と
ANAクラウンプラザホテル新潟
で行われました。今年も昨年と
同じようにリモートと実際の
集りを混合した形です。
　現地で参加したのは、私西山、

梨本幹事、中村信一米山記念奨学委員長、相場地区
ローターアクト委員長の4人になります。
　残りのメンバーは、昨年は越前屋ホテルに集まっ
たと思いますが、今年は会員それぞれで、オンライン
で参加することなりました。
　今回は、各クラブ会長、幹事、財団・米山委員長
と一部の地区役員だけになり、以前のように大型
バス2台で市役所から連なって行くのでなく、マイ
クロバス1台に収まってしまいした。
　来年度は、三条北RCから米山ガバナーを輩出する
ので、三条北RCは実行委員会での参加となりました。
会場は例によってテーブルにパーテーションを立て
感染防止対策をして式典に臨みました。ガバナーが
入場される時に令夫人と入場をされるわけですが、
普通、腕を取って入場されるわけですがこの度は
しっかりと手をつないで入場されたのがすごく印象
に残りました。自分はこのような場面で手を取って
入場できるだろうか、少し自信がありません。
　今年の来賓は、RI会長代理 2840地区前橋RCの
山田邦子さんで女性であります。
　会長代理の挨拶におかれましても女性ということ
で、 RIの会長も女性です。女性の会長が活躍する
場面も多く出てくるだろうと思います。
　来年のRI会長は男性ですが、再来年には女性のRI
会長が登場いたしますとのことです。
　式典は開会宣言の後、国歌ならび、奉仕の理想で
すが、新潟のホテルにおいては生ピアノで歌います。
石本パストガバナーが指揮を取られました。ダンス
をたしなまれるそうで、リズミカルに振られました
が、残念なことに歌えません。
　休憩の後に、ロータリー財団の講演ということで
日本を3つに分け、第1地域ロータリーコーディネー
ターの橋岡久太郎氏が登壇されました。東京・赤坂
の生まれで、能楽のシテ方、主役をやっていられた
方で、3歳の時には初舞台を踏んでいたそうで、
ロータリーも千葉・佐倉中央RCに入会され、クラブ
会長、ガバナーを経験された方です。講演の中で、「世
界で良いことをしよう」をスローガンに推進された
と言うところは非常に印象に残りました。

　集まった会員の同士で話を聞いていると、コロナ
に誰々が感染したとか、実は私も感染したという話
も聞こえてきて、ちょっと怖かったです。皆さん
がマスクをつけているので、感染の恐れはないと安
心はしておりました。
　それから二つの講演の中でDEI（Diversity, equity 
and inclusion）多様性・公平さ・インクルージョンで、
女子の活躍、包括性ということについて度々触れて
いたことが印象に残ります。米山記念奨学の話の中
で髙橋ガバナーから質問が出て、「中国人又はアジア
からの留学生が最近減ってきている。これは何かと
いう。」質問が出ました。これについて詳細な分析
はしたわけではないという断りの上で、世界の中で
日本の豊かさが総体的に下がってきていることと、
学力の上で大学のランキングが低い、東大でも世界
では70位ぐらいなので、他の大学に流れる場面が
多くなってきたのではなかろうかと分析されていた。
　休憩を挟んで RI会長代理歓迎晩餐会で会食する
わけですが、パーテーションを立てた上でお酌は
なさらぬように、席は離れることのないように、
手酌でとのお達しで、乾杯の後はパーテーションの
両隣ぐらいしか話ができない状態でしたが、宴会で
は接近しすぎて仕切りを倒し、テーブルが雪崩を
打って崩壊するテーブルが二つあり、すべての料理
をセットしなおすアクシデントがあった。
　会が進むとさすがに、何人かの方が挨拶に回った
ように見受けられました。アトラクションは古町
芸妓の踊りで、祝舞、四季の新潟、相川甚句なので
楽しめた、クラブ全員で参加できればもっと楽しかっ
たのでしょうが、仕方のないことなのかなと自分で
納得させました。
　2日目は会場をANAクラウンプラザホテル新潟に
移し、会場の入り口に三条RACのペットボトルキャッ
プの回収についての特設のブースがあり、メンバー
と相場地区ローターアクト委員長がアピールをして
いた。
　12日と同様に開会宣言の後、来賓役員の紹介、
物故会員を追悼し、ガバナー挨拶で始まり、RI会長
代理並びに、 RI会長のメッセージが流された。前年
度収支報告、監査報告の後、大会委員会の報告中で
も、南雲ガバナーノミニーの次、3年後のガバナー
の指名ができなかった報告があった。各種表彰の後、
活動報告としてロータリー財団奨学生、米山記念
奨学生、インターアクト地区代表、ローターアクト
地区代表の報告があった。
　表彰ではわが三条RCから、小越憲泰会員がロータ
リー米山記念奨学会寄付・個人表彰を受けられたこ
とを、ご報告いたします。
　食事はサステナブルという話で、昼食及びに晩餐

会の席でも肉が代替肉であったり、料理の材料が
県産品で輸送コストのかからないものであったり、
ご飯に、こんにゃくの粒が入ってるコンニャクライス
であったり、色々と新しい試みを盛り込んだSDGs
の食の実践であった。
　午後からの記念講演は藻谷浩介氏の、「これからの
ニッポン、新潟の地域力を高める」を演題に講演が
あった。講演については皆さんもご覧頂いたように、
数字の比較から生活保護、高齢化率、高齢者数、
日本の貿易相手国金額など小学生でも分かるくらい
簡単に数字を棒グラフにしての比較で、見やすく
聞きやすい講演であった。
　後はゴルフ大会の表彰 、RI会長代理の講評、
記念品の贈呈、米山ガバナーエレクトによる次回
開催地の挨拶PR、来年度三条の地において地区大会
を開くことを述べられている。北クラブがホスト
クラブになるがコ・ホストクラブとして三条RCを
始め三つのクラブが協力しなければならないという
ことを思わせた。
　本会議を閉じ、その後は親睦交流会となったが、
記念公演として、元宝塚月組の越乃リュウの歌謡
ショーが行われました。越乃リュウは新潟市小針の
焼き鳥屋さんの娘さんだそうで大変親近感を覚えま
した。報告を終わります。

　 　 　 　 梨本次郎 幹事
　地区大会は、地区のメンバー
が一堂に会し、そこで語られるス
トーリーや、分かち合う友情か
ら、ロータリーの奉仕の情熱を
高めることができる素晴らしい
大会だと思います。
　画面越しのオンライン映像で

は、そうした気持ちの高ぶりを感じることは難しく、
それは、対面でリアルに会うからこそ得られるエネ
ルギーであると思います。
　今回はCOVIT-19禍ということもあり、地区役員
と、各クラブの会長、幹事、一部対象者のみという
人数制限の中で第一日目の「指導者育成セミナー」、
第二日目の「本会議」が行われました。そうした
中で、幸運にも私は本年度幹事ということで、
第2560地区の地区大会に参加できたわけですが、
これは本当にありがたいことで、私自身、大変な
学びになりました。会場でしか感じることのできな
い雰囲気、ロータリーに対する愛情や熱意、奉仕の
想い、謙虚に学ぼうという姿勢、そして、何より、
そこに集う皆が、リーダーとして果敢に目的意識を
持って行動しようという意欲を肌で感じることがで
きました。まさに、ロータリーの奉仕の情熱を高め
ることができる素晴らしい大会だったと思います。
　本年度RI会長は、初の女性会長であるジェニ
ファー・ジョーンズさんですが、このようなことを
述べました。
　「私は最初の女性会長であるが、最後の女性会長
ではない」
　来年の会長エレクトは男性ですが、会長ノミニー
はアメリカ合衆国の女性の方だという発表が山田
邦子RI会長代理よりありました。
　前橋RC所属の内科医である山田邦子RI会長代理
も女性ですが、RIでは女児地位向上アンバサダーに
就任しており、昨年よりRIで取り組みが始まった
「女児のエンパワーメント」について、本年度の
ジェニファー・ジョーンズ会長も継続して取り組ん
でいると述べられました。これは女児の安全、教育、
健康、福祉を向上させる活動のことです。
　これからの世界の発展を考えた時に女性にもっと
もっと活躍の機会を与えなければならない。その
ためには幼いころから世界中の女の子の地位を向上
させようという活動です。
　山田邦子RI会長代理のスピーチも大変すばら
しく、これを聞けただけでも地区大会に来た意義が
あったと感じましたが、その山田邦子RI会長代理が
あいさつの中で流したジェニファー・ジョーンズ
会長のスピーチに心を打たれました。

イラン、イラク戦争のときにトルコ政府は取り残さ
れた215名の日本人のために飛行機2機を現地に差し
向けて救出してくれました。その5年後トルコ地震
の時にはその時助けられた日本人皆で義捐金を集め
トルコにおくりました。そしてそこでまた感謝され
たのです。
循環無端
宇城道塾という「武道で平和への循環をつくる」
と題して次のように記載されています。
日本の戦闘経という西暦1千年頃につくられた
日本最古の武経の正典による考えですが、「循環す
なわち、めぐりめぐって端なし。」
無限に行き詰まることはない。
　ロータリーに参加し活動を行う中で循環無端の
思想をより身近に体現できると思います。
　宇城道塾では「武道で平和の循環を作る」
　ロータリーでは「ロータリーの活動で平和の循環
と未来への循環を作る」一端になれたらと思いま
した。

　相場弘介
　地区ローターアクト委員長
　地区青少年奉仕員会に出向
している事から、RI会長代理御
夫妻歓迎晩餐会から地区大会に
参加して参りました。新潟RCを
ホストクラブに11月12日（土）
ホテルイタリア軒にて総勢198名

での晩餐会でした。コロナ禍と言われ現状に至る
3年間を払拭するような素晴らしい晩餐会で、RI会長
代理 山田邦子様も前橋RC所属であることから元々
は同じ地区であった新潟に来られてとても感慨深い
と仰っておりました。
　そして13日（日）にはANAクラウンプラザホテル
にて本会議が開催されました。午前の部として通例
のセレモニーから収支・各種報告や表彰と進みまし
た。ここでは活動報告としてロータリー財団奨学生、
米山記念奨学生、インターアクト地区代表、ロー
ターアクト地区代表も登壇しました。私はお役目上
ローターアクト田巻代表に注目しておりましたが、
各代表とも学生という立場や年齢を感じさせない
非常に素晴らしい堂々とした報告と内容で改めて
感銘を受けました。
　そして午後の部の記念講演「これからのニッポン、
新潟の地域力を高める」では藻谷浩介氏による本当
に目から鱗が落ちる、普段我々が接している報道や
情報がいかに事実（数値やデータ）とかけ離れている

かを知らされました。講演の中で藻谷氏が何度も
仰っていた “何事も解釈する前に実態確認” という
言葉がとても印象に残っています。そして交流会で
は元宝塚歌劇団月組組長の越乃リュウ氏による記念
公演とともに和やかに時間が過ぎて行きました。
　報告は以上ですが、今回の地区大会では地区財団
委員会ポリオプラス委員会の髙坂委員長より依頼を
受け、13日（日）本会議前の一時間、地区ローター
アクト田巻代表とともに三条ローターアクトクラブ
川越会長と笠原幹事にご協力いただき、三条ロー
ターアクトクラブのポリオワクチン確保に向けた
ペットボトルキャップ回収事業の紹介ブースを出展
しました。実際にワクチン一回分に変わるペットボ
トルキャップを展示したことから皆さまから非常に
注目され良いアピールになったと思います。休日の
早朝からご協力いただきました田巻代表、川越会長、
笠原幹事には本当に感謝しております。有り難う
ございました。

　また実動に当たり提唱クラブとしてご調整をいた
だきました梨本幹事と小林青少年奉仕委員長にも改
めまして御礼申し上げます。
　次年度は第四分区での地区大会開催となります。
コ・ホストクラブの一員として出来る限り協力し、
盛り上げていきたいと考えております。よろしくお
願い致します。

・ ・ ・ ・ ・



会長挨拶
　　　　　　　　　　西山徳芳 会長 
　会員の皆様におかれましては、地区大会
のオンラインでの視聴、ありがとうござい
ました。現地で参加された方は二日間に
わたっての長い時間、ご苦労様でした。
　三条東RC外山信良会長エレクト、飯山
武志副幹事、坂西哲昌副SAA、本日は
ようこそいらっしゃいました。ごゆっくり
お過ごしください。

　さて、私は田舎の方に住んでいます。田んぼは周りにある
わけで、散歩をしていると稲刈りの後の切り株から穂が伸び
ております。その切り株から「ひこばえ」とか、「ひつち」、
「ひつじ」、「再生イネ」、「2番穂」などと呼ばれる株が生え
てきます。
　稲刈り後に生えたものとはいえ、同じ稲が実をつけている
ので食べられるのではないだろうか、と考えてしまうわけ
です。そこでちょっと考えてみました。いつも食べている
食事で、茶碗一杯が炊き上がりで100gから150g、お米を
粒数にすると3250粒、なかなかの数です。
　続いて一株にどれほどコメがとれるか考えます。子供たち
の夏休みの課題で、バケツに稲を育てることがあります。
　一株を植えるのですが、一株から3本の茎が立ちます。
一つの茎から約100粒が取れます。
　つまり茶碗一杯3250粒、一つの茎から100粒、11株で一
杯になります。ちょっと家で育てて自分の食事にすることは
無理があるようです。

　やはり実りの悪い、2番穂は、シベリアから飛ん
できた白鳥や鴨の餌にちょうどいいようです。
　ちなみに平成5年に全国的に冷害であった時、
岩手県でも記録的な不作となりました。
　翌年の平成6年に植える種籾もありませんでし
た。そこで5年の秋に収穫した米を種もみとして、
石垣島で早めに作ってもらい、岩手での翌年の田
植えに間に合わせたという話があります。
　今、お米は余っているそうですが、会社の仕事を
しなくなったら自給自足をするのに稲を育てるの
は、かなり無理があると思います。取った米粒を数
えるような時が来ないことを祈ります。

幹事報告
　　　　　　 梨本次郎 幹事

◎髙橋ガバナー事務所より
　「地区大会の御礼」
◎三条RACより
　「50㎞清掃活動のご案内」
　　　日　　時　11月20日（日）
　　　　　　　　8：00～9：00（受付開始 7：30）
　　　集合場所　ひめさゆりパーク（三条市下大浦）
◎三条市立大学より
　「医工連携セミナーのご案内」
　　　日　　時　11月24日（木）16：30～18：00
　　　会　　場　三条市立大学 4階 共和松井ホール
　※当初11月10日が申込締切でしたが、締め切りを
　設けずに受け付けることになりました。

◎クールビズ期間は終了しております。
　例会にご出席の際は、ジャケット・ネクタイの
着用をお願いいたします。

◎次週 23日は祝日のため休会です。

ニコニコBOX　
三条東RC　外山信良会長エレクト
　本日、よろしくお願いします。
三条東RC　飯山武志副幹事
　本日はお世話になります。よろしくお願いします。
三条東RC　坂西哲昌副SAA
　本日は、例会に参加させていただきまして、あり
がとうございます。勉強をさせていただきます。

西山徳芳会長
　弥彦の帰りに、二・七の市日でかきのもとを買っ
て食べました。花より団子になりました。
　地区大会への参加ありがとうございます。
吉井直樹さん
　本日、地区大会報告を宜しくお願いします。
　東クラブ 外山エレクト、飯山次年度幹事、坂西
SAAようこそおいで下さいました。

梨本次郎さん
　膝が痛くてしばらくランオフしていましたが、
痛みがおさまってきたので久し振りに走り始め
ました。走れることが幸せです。

斎藤弘文さん
　赤坂離宮 迎賓館見学しました。本当に素晴しい。
中林順一さん
　寒くなって来たので、冬の園芸作業をしなければ
と思うのですが天気が良いと遊びに行くし、雨が
降ると作業が出来ないし、わがままで困ります。

嘉瀬一洋さん
　地区大会がどういうものなのかも分かっていま
せんが、西山会長の卓話で勉強させて頂きます。

小越憲泰さん
　だいぶ寒くなって来ました。お互い健康に気を
付けましょう。

高橋　司さん
　西山会長「地区大会」出席ご苦労様でした。卓話
楽しみです。

衛藤泰男さん
　市から、5回目のワクチン接種予約書をいただき
ました。注射は痛くていやですがそうも言って
られません。

相場弘介さん
　本日もよろしくお願い致します。
小林吾郎さん
　先週オヤジの一周忌を行いました。早いものです。
杉山幸英さん
　寒くなりました。御身御自愛下さい。
歸山　肇さん
　西山会長、地区大会御苦労様でした。
中村信一さん
　地区大会お疲れ様でした。
野水靖之さん
　東ロータリークラブの皆様ようこそ。
　本日の地区大会報告、よろしくお願い致します。
中村和彦さん
　都合により早退させていただきます。
渡辺良一さん、 　若槻八十彦さん、 五十嵐晋三さん、
松永一義さん、 　船越良則さん、 　松平隆行さん、
小出子恵出さん

　地区大会報告ご苦労様です。お話楽しみにして
おります。
安達俊明さん、　 柳取崇之さん、　 長谷川徹さん、
早川滝徳さん
　よいことがありました。スマイルボックスに
協力いたします。

　　　　　　　　11月16日分　￥    34,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  445,000
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　ジェニファー・ジョーンズ会長は大変魅力的な方
で、情熱的なメッセージを語ってくださいました。
　たった2分間の映像です。地区大会のアーカイブ
では57分からですので、もし興味のある方、山田
邦子RI会長代理のスピーチと併せてご覧頂ければと
思います。
　さて、私からは地区大会の食事についてと、講演
会の内容について少し報告させてもらいたいと思い
ます。二日目の本会議の挨拶で、髙橋ガバナーは
前日のRI会長代理歓迎晩餐会の食事について触れ
られました。
　2050年には世界の人口は90億人に達していると
予想され、食糧生産は今の70％増産する必要があり
ます。また、現在発展途上と言われている国々では、
急速に欧米化が進んでおり、約20％のカロリーを
動物性タンパク質によって摂取しようとしているの
ですが、1kgの食用牛肉には約16,000リットルの水が
投下されており、同じカロリーの穀物と比べると
数倍以上になります。地球上の水は限られた資源で
あり、これからの持続可能な社会を考えると、食料
難、食肉不足が懸念されます。そこで、今回の晩餐
会の一部には食糧危機に備え、持続可能な取り組み
として、ミートソースの挽肉の代わりに、大豆ミー
トを用いたとのことです。私は全然気づきませんで
した。恐らく、会場にいた人で大豆ミートという
ことが分かった人はいなかったのではないかと思い
ます。
　また、地域産業支援、輸送コストとエネルギーの
削減を意識して県産品にこだわったメニュー構成と
の説明もありました。
　髙橋ガバナーはこのようにメニューに趣向を凝
らしたことを、「環境問題に対するささやかな試み」
として紹介されましたが、食事前に言われるとやや
興覚めするところ、すっかり食べて、飲んで、忘れ
た翌朝のスピーチで話す当たりがさすがだなと思い
ました。

　ちなみに本会議二日目の昼食は食事前に「大豆
ミートを使ったカツ丼と、そのご飯にはコンニャク
ライス」という説明が司会者よりありました。これ
には皆、興覚めしてしまいましたが、食べてみたら
何の遜色もなく、味も大変美味しかったため、この
試みは大成功だったのではないかと思います。
　少し前の話で、これも気付きませんでしたが、
PETSでの昼食のサンドイッチもパンの耳を切らな
いもので、食品ロスを意識したものだったそうです。
こうした髙橋ガバナー年度の取り組みに感心しま
した。
　今月は財団月間であり、財団の取り組みテーマは
「環境」とのことです。
　本会議、午後の部には里山資本主義の著者であり、
東大法学部卒、MBA取得、日本総合研究所主席
研究員、日本政策投資銀行特任顧問の藻谷浩介氏
より「これからのニッポン、新潟の地域力を高める」
として記念講演がありました。
　藻谷さんは、歯に衣を着せない攻撃的な物言いで、
今までの常識をバッサバッサと切り倒し、会場に
向けても「これだから野球は巨人の長嶋茂雄だと
いっている世代はダメなんだ」と痛快に語られ、
予定時間を10分以上オーバーしましたが、誰からも
不満も出ず、もっと聞きたいと思わせる内容でした。
内容については私が語るより、実際に聞いてもらっ
た方が良いと思いますので、興味のある方は是非、
地区大会のアーカイブをご視聴下さい。大変参考に
なり、勉強になりました。

　　　　中村信一 
　　　　米山記念奨学委員長
　米山記念奨学事業についての
水野功氏のお話の中で、奨学生が
世界で活躍されていること、奨学
生としての体験は時間を超えてい
ろいろな形で広がっている。奨学
生として受けたことが年月を経て

も、各々の奨学生が心にとどめてそれぞれの奨学生
が出来ることでいろいろな形で貢献された例をお話
いただきました。
　その話を聞きながら「循環無端の話」を思い出し
ました。
　明治23年、トルコの軍艦エルトゥールル号が和
歌山の串本で難破したときに村人が総出で救助しま
した。当時は台風のため食料もわずかで自分たちの
生活も厳しかったにも関わらず命を懸けて救助に
あたりました。それから百年の時を超えて、1985年

「地区大会報告」
　　　　　　西山徳芳 会長
　今年度の地区大会は、先週12
日と13日にホテルイタリア軒と
ANAクラウンプラザホテル新潟
で行われました。今年も昨年と
同じようにリモートと実際の
集りを混合した形です。
　現地で参加したのは、私西山、

梨本幹事、中村信一米山記念奨学委員長、相場地区
ローターアクト委員長の4人になります。
　残りのメンバーは、昨年は越前屋ホテルに集まっ
たと思いますが、今年は会員それぞれで、オンライン
で参加することなりました。
　今回は、各クラブ会長、幹事、財団・米山委員長
と一部の地区役員だけになり、以前のように大型
バス2台で市役所から連なって行くのでなく、マイ
クロバス1台に収まってしまいした。
　来年度は、三条北RCから米山ガバナーを輩出する
ので、三条北RCは実行委員会での参加となりました。
会場は例によってテーブルにパーテーションを立て
感染防止対策をして式典に臨みました。ガバナーが
入場される時に令夫人と入場をされるわけですが、
普通、腕を取って入場されるわけですがこの度は
しっかりと手をつないで入場されたのがすごく印象
に残りました。自分はこのような場面で手を取って
入場できるだろうか、少し自信がありません。
　今年の来賓は、RI会長代理 2840地区前橋RCの
山田邦子さんで女性であります。
　会長代理の挨拶におかれましても女性ということ
で、 RIの会長も女性です。女性の会長が活躍する
場面も多く出てくるだろうと思います。
　来年のRI会長は男性ですが、再来年には女性のRI
会長が登場いたしますとのことです。
　式典は開会宣言の後、国歌ならび、奉仕の理想で
すが、新潟のホテルにおいては生ピアノで歌います。
石本パストガバナーが指揮を取られました。ダンス
をたしなまれるそうで、リズミカルに振られました
が、残念なことに歌えません。
　休憩の後に、ロータリー財団の講演ということで
日本を3つに分け、第1地域ロータリーコーディネー
ターの橋岡久太郎氏が登壇されました。東京・赤坂
の生まれで、能楽のシテ方、主役をやっていられた
方で、3歳の時には初舞台を踏んでいたそうで、
ロータリーも千葉・佐倉中央RCに入会され、クラブ
会長、ガバナーを経験された方です。講演の中で、「世
界で良いことをしよう」をスローガンに推進された
と言うところは非常に印象に残りました。

　集まった会員の同士で話を聞いていると、コロナ
に誰々が感染したとか、実は私も感染したという話
も聞こえてきて、ちょっと怖かったです。皆さん
がマスクをつけているので、感染の恐れはないと安
心はしておりました。
　それから二つの講演の中でDEI（Diversity, equity 
and inclusion）多様性・公平さ・インクルージョンで、
女子の活躍、包括性ということについて度々触れて
いたことが印象に残ります。米山記念奨学の話の中
で髙橋ガバナーから質問が出て、「中国人又はアジア
からの留学生が最近減ってきている。これは何かと
いう。」質問が出ました。これについて詳細な分析
はしたわけではないという断りの上で、世界の中で
日本の豊かさが総体的に下がってきていることと、
学力の上で大学のランキングが低い、東大でも世界
では70位ぐらいなので、他の大学に流れる場面が
多くなってきたのではなかろうかと分析されていた。
　休憩を挟んで RI会長代理歓迎晩餐会で会食する
わけですが、パーテーションを立てた上でお酌は
なさらぬように、席は離れることのないように、
手酌でとのお達しで、乾杯の後はパーテーションの
両隣ぐらいしか話ができない状態でしたが、宴会で
は接近しすぎて仕切りを倒し、テーブルが雪崩を
打って崩壊するテーブルが二つあり、すべての料理
をセットしなおすアクシデントがあった。
　会が進むとさすがに、何人かの方が挨拶に回った
ように見受けられました。アトラクションは古町
芸妓の踊りで、祝舞、四季の新潟、相川甚句なので
楽しめた、クラブ全員で参加できればもっと楽しかっ
たのでしょうが、仕方のないことなのかなと自分で
納得させました。
　2日目は会場をANAクラウンプラザホテル新潟に
移し、会場の入り口に三条RACのペットボトルキャッ
プの回収についての特設のブースがあり、メンバー
と相場地区ローターアクト委員長がアピールをして
いた。
　12日と同様に開会宣言の後、来賓役員の紹介、
物故会員を追悼し、ガバナー挨拶で始まり、RI会長
代理並びに、 RI会長のメッセージが流された。前年
度収支報告、監査報告の後、大会委員会の報告中で
も、南雲ガバナーノミニーの次、3年後のガバナー
の指名ができなかった報告があった。各種表彰の後、
活動報告としてロータリー財団奨学生、米山記念
奨学生、インターアクト地区代表、ローターアクト
地区代表の報告があった。
　表彰ではわが三条RCから、小越憲泰会員がロータ
リー米山記念奨学会寄付・個人表彰を受けられたこ
とを、ご報告いたします。
　食事はサステナブルという話で、昼食及びに晩餐

会の席でも肉が代替肉であったり、料理の材料が
県産品で輸送コストのかからないものであったり、
ご飯に、こんにゃくの粒が入ってるコンニャクライス
であったり、色々と新しい試みを盛り込んだSDGs
の食の実践であった。
　午後からの記念講演は藻谷浩介氏の、「これからの
ニッポン、新潟の地域力を高める」を演題に講演が
あった。講演については皆さんもご覧頂いたように、
数字の比較から生活保護、高齢化率、高齢者数、
日本の貿易相手国金額など小学生でも分かるくらい
簡単に数字を棒グラフにしての比較で、見やすく
聞きやすい講演であった。
　後はゴルフ大会の表彰 、RI会長代理の講評、
記念品の贈呈、米山ガバナーエレクトによる次回
開催地の挨拶PR、来年度三条の地において地区大会
を開くことを述べられている。北クラブがホスト
クラブになるがコ・ホストクラブとして三条RCを
始め三つのクラブが協力しなければならないという
ことを思わせた。
　本会議を閉じ、その後は親睦交流会となったが、
記念公演として、元宝塚月組の越乃リュウの歌謡
ショーが行われました。越乃リュウは新潟市小針の
焼き鳥屋さんの娘さんだそうで大変親近感を覚えま
した。報告を終わります。

　 　 　 　 梨本次郎 幹事
　地区大会は、地区のメンバー
が一堂に会し、そこで語られるス
トーリーや、分かち合う友情か
ら、ロータリーの奉仕の情熱を
高めることができる素晴らしい
大会だと思います。
　画面越しのオンライン映像で

は、そうした気持ちの高ぶりを感じることは難しく、
それは、対面でリアルに会うからこそ得られるエネ
ルギーであると思います。
　今回はCOVIT-19禍ということもあり、地区役員
と、各クラブの会長、幹事、一部対象者のみという
人数制限の中で第一日目の「指導者育成セミナー」、
第二日目の「本会議」が行われました。そうした
中で、幸運にも私は本年度幹事ということで、
第2560地区の地区大会に参加できたわけですが、
これは本当にありがたいことで、私自身、大変な
学びになりました。会場でしか感じることのできな
い雰囲気、ロータリーに対する愛情や熱意、奉仕の
想い、謙虚に学ぼうという姿勢、そして、何より、
そこに集う皆が、リーダーとして果敢に目的意識を
持って行動しようという意欲を肌で感じることがで
きました。まさに、ロータリーの奉仕の情熱を高め
ることができる素晴らしい大会だったと思います。
　本年度RI会長は、初の女性会長であるジェニ
ファー・ジョーンズさんですが、このようなことを
述べました。
　「私は最初の女性会長であるが、最後の女性会長
ではない」
　来年の会長エレクトは男性ですが、会長ノミニー
はアメリカ合衆国の女性の方だという発表が山田
邦子RI会長代理よりありました。
　前橋RC所属の内科医である山田邦子RI会長代理
も女性ですが、RIでは女児地位向上アンバサダーに
就任しており、昨年よりRIで取り組みが始まった
「女児のエンパワーメント」について、本年度の
ジェニファー・ジョーンズ会長も継続して取り組ん
でいると述べられました。これは女児の安全、教育、
健康、福祉を向上させる活動のことです。
　これからの世界の発展を考えた時に女性にもっと
もっと活躍の機会を与えなければならない。その
ためには幼いころから世界中の女の子の地位を向上
させようという活動です。
　山田邦子RI会長代理のスピーチも大変すばら
しく、これを聞けただけでも地区大会に来た意義が
あったと感じましたが、その山田邦子RI会長代理が
あいさつの中で流したジェニファー・ジョーンズ
会長のスピーチに心を打たれました。

イラン、イラク戦争のときにトルコ政府は取り残さ
れた215名の日本人のために飛行機2機を現地に差し
向けて救出してくれました。その5年後トルコ地震
の時にはその時助けられた日本人皆で義捐金を集め
トルコにおくりました。そしてそこでまた感謝され
たのです。
循環無端
宇城道塾という「武道で平和への循環をつくる」
と題して次のように記載されています。
日本の戦闘経という西暦1千年頃につくられた
日本最古の武経の正典による考えですが、「循環す
なわち、めぐりめぐって端なし。」
無限に行き詰まることはない。
　ロータリーに参加し活動を行う中で循環無端の
思想をより身近に体現できると思います。
　宇城道塾では「武道で平和の循環を作る」
　ロータリーでは「ロータリーの活動で平和の循環
と未来への循環を作る」一端になれたらと思いま
した。

　相場弘介
　地区ローターアクト委員長
　地区青少年奉仕員会に出向
している事から、RI会長代理御
夫妻歓迎晩餐会から地区大会に
参加して参りました。新潟RCを
ホストクラブに11月12日（土）
ホテルイタリア軒にて総勢198名

での晩餐会でした。コロナ禍と言われ現状に至る
3年間を払拭するような素晴らしい晩餐会で、RI会長
代理 山田邦子様も前橋RC所属であることから元々
は同じ地区であった新潟に来られてとても感慨深い
と仰っておりました。
　そして13日（日）にはANAクラウンプラザホテル
にて本会議が開催されました。午前の部として通例
のセレモニーから収支・各種報告や表彰と進みまし
た。ここでは活動報告としてロータリー財団奨学生、
米山記念奨学生、インターアクト地区代表、ロー
ターアクト地区代表も登壇しました。私はお役目上
ローターアクト田巻代表に注目しておりましたが、
各代表とも学生という立場や年齢を感じさせない
非常に素晴らしい堂々とした報告と内容で改めて
感銘を受けました。
　そして午後の部の記念講演「これからのニッポン、
新潟の地域力を高める」では藻谷浩介氏による本当
に目から鱗が落ちる、普段我々が接している報道や
情報がいかに事実（数値やデータ）とかけ離れている

かを知らされました。講演の中で藻谷氏が何度も
仰っていた “何事も解釈する前に実態確認” という
言葉がとても印象に残っています。そして交流会で
は元宝塚歌劇団月組組長の越乃リュウ氏による記念
公演とともに和やかに時間が過ぎて行きました。
　報告は以上ですが、今回の地区大会では地区財団
委員会ポリオプラス委員会の髙坂委員長より依頼を
受け、13日（日）本会議前の一時間、地区ローター
アクト田巻代表とともに三条ローターアクトクラブ
川越会長と笠原幹事にご協力いただき、三条ロー
ターアクトクラブのポリオワクチン確保に向けた
ペットボトルキャップ回収事業の紹介ブースを出展
しました。実際にワクチン一回分に変わるペットボ
トルキャップを展示したことから皆さまから非常に
注目され良いアピールになったと思います。休日の
早朝からご協力いただきました田巻代表、川越会長、
笠原幹事には本当に感謝しております。有り難う
ございました。

　また実動に当たり提唱クラブとしてご調整をいた
だきました梨本幹事と小林青少年奉仕委員長にも改
めまして御礼申し上げます。
　次年度は第四分区での地区大会開催となります。
コ・ホストクラブの一員として出来る限り協力し、
盛り上げていきたいと考えております。よろしくお
願い致します。

ロータリー米山記念奨学会より

ロータリー日本財団より

小越憲泰 会員へ
「第18回 米山功労者メジャードナー感謝状」

佐野勝榮 会員 へ
「マルチプル・ポール・ハリス・フェローピン」

■ガバナー賞
　ロータリー米山記念奨学会寄付　個人表彰
　　2021-22年度ロータリー米山記念奨学会への
　　業績が大きく、注目に値するロータリアン
　小越憲泰 会員

■永年在籍ロータリアン表彰
　（在籍40年以上の方）
　　43年　五十嵐晋三 会員
　　43年　石橋育於 会員
　　40年　斎藤弘文 会員

■永年出席100％ロータリアン表彰30回
　（100％出席が通算30回以上の方）
　　39回　五十嵐晋三 会員
　　33回　斎藤弘文 会員
　　30回　石橋育於 会員
　　30回　丸山行彦 会員

三条東RC次年度三役の皆さん

小林吾郎 会員 へ
「ポール・ハリス・フェローピン」と「認証状」

2021-22年度 ガバナー表彰

（　　　　　　　　　　　　　）



会長挨拶
　　　　　　　　　　西山徳芳 会長 
　会員の皆様におかれましては、地区大会
のオンラインでの視聴、ありがとうござい
ました。現地で参加された方は二日間に
わたっての長い時間、ご苦労様でした。
　三条東RC外山信良会長エレクト、飯山
武志副幹事、坂西哲昌副SAA、本日は
ようこそいらっしゃいました。ごゆっくり
お過ごしください。

　さて、私は田舎の方に住んでいます。田んぼは周りにある
わけで、散歩をしていると稲刈りの後の切り株から穂が伸び
ております。その切り株から「ひこばえ」とか、「ひつち」、
「ひつじ」、「再生イネ」、「2番穂」などと呼ばれる株が生え
てきます。
　稲刈り後に生えたものとはいえ、同じ稲が実をつけている
ので食べられるのではないだろうか、と考えてしまうわけ
です。そこでちょっと考えてみました。いつも食べている
食事で、茶碗一杯が炊き上がりで100gから150g、お米を
粒数にすると3250粒、なかなかの数です。
　続いて一株にどれほどコメがとれるか考えます。子供たち
の夏休みの課題で、バケツに稲を育てることがあります。
　一株を植えるのですが、一株から3本の茎が立ちます。
一つの茎から約100粒が取れます。
　つまり茶碗一杯3250粒、一つの茎から100粒、11株で一
杯になります。ちょっと家で育てて自分の食事にすることは
無理があるようです。

　やはり実りの悪い、2番穂は、シベリアから飛ん
できた白鳥や鴨の餌にちょうどいいようです。
　ちなみに平成5年に全国的に冷害であった時、
岩手県でも記録的な不作となりました。
　翌年の平成6年に植える種籾もありませんでし
た。そこで5年の秋に収穫した米を種もみとして、
石垣島で早めに作ってもらい、岩手での翌年の田
植えに間に合わせたという話があります。
　今、お米は余っているそうですが、会社の仕事を
しなくなったら自給自足をするのに稲を育てるの
は、かなり無理があると思います。取った米粒を数
えるような時が来ないことを祈ります。

幹事報告
　　　　　　 梨本次郎 幹事

◎髙橋ガバナー事務所より
　「地区大会の御礼」
◎三条RACより
　「50㎞清掃活動のご案内」
　　　日　　時　11月20日（日）
　　　　　　　　8：00～9：00（受付開始 7：30）
　　　集合場所　ひめさゆりパーク（三条市下大浦）
◎三条市立大学より
　「医工連携セミナーのご案内」
　　　日　　時　11月24日（木）16：30～18：00
　　　会　　場　三条市立大学 4階 共和松井ホール
　※当初11月10日が申込締切でしたが、締め切りを
　設けずに受け付けることになりました。

◎クールビズ期間は終了しております。
　例会にご出席の際は、ジャケット・ネクタイの
着用をお願いいたします。

◎次週 23日は祝日のため休会です。

ニコニコBOX　
三条東RC　外山信良会長エレクト
　本日、よろしくお願いします。
三条東RC　飯山武志副幹事
　本日はお世話になります。よろしくお願いします。
三条東RC　坂西哲昌副SAA
　本日は、例会に参加させていただきまして、あり
がとうございます。勉強をさせていただきます。

西山徳芳会長
　弥彦の帰りに、二・七の市日でかきのもとを買っ
て食べました。花より団子になりました。
　地区大会への参加ありがとうございます。
吉井直樹さん
　本日、地区大会報告を宜しくお願いします。
　東クラブ 外山エレクト、飯山次年度幹事、坂西
SAAようこそおいで下さいました。

梨本次郎さん
　膝が痛くてしばらくランオフしていましたが、
痛みがおさまってきたので久し振りに走り始め
ました。走れることが幸せです。

斎藤弘文さん
　赤坂離宮 迎賓館見学しました。本当に素晴しい。
中林順一さん
　寒くなって来たので、冬の園芸作業をしなければ
と思うのですが天気が良いと遊びに行くし、雨が
降ると作業が出来ないし、わがままで困ります。

嘉瀬一洋さん
　地区大会がどういうものなのかも分かっていま
せんが、西山会長の卓話で勉強させて頂きます。

小越憲泰さん
　だいぶ寒くなって来ました。お互い健康に気を
付けましょう。

高橋　司さん
　西山会長「地区大会」出席ご苦労様でした。卓話
楽しみです。

衛藤泰男さん
　市から、5回目のワクチン接種予約書をいただき
ました。注射は痛くていやですがそうも言って
られません。

相場弘介さん
　本日もよろしくお願い致します。
小林吾郎さん
　先週オヤジの一周忌を行いました。早いものです。
杉山幸英さん
　寒くなりました。御身御自愛下さい。
歸山　肇さん
　西山会長、地区大会御苦労様でした。
中村信一さん
　地区大会お疲れ様でした。
野水靖之さん
　東ロータリークラブの皆様ようこそ。
　本日の地区大会報告、よろしくお願い致します。
中村和彦さん
　都合により早退させていただきます。
渡辺良一さん、 　若槻八十彦さん、 五十嵐晋三さん、
松永一義さん、 　船越良則さん、 　松平隆行さん、
小出子恵出さん

　地区大会報告ご苦労様です。お話楽しみにして
おります。
安達俊明さん、　 柳取崇之さん、　 長谷川徹さん、
早川滝徳さん
　よいことがありました。スマイルボックスに
協力いたします。

　　　　　　　　11月16日分　￥    34,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  445,000
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　ジェニファー・ジョーンズ会長は大変魅力的な方
で、情熱的なメッセージを語ってくださいました。
　たった2分間の映像です。地区大会のアーカイブ
では57分からですので、もし興味のある方、山田
邦子RI会長代理のスピーチと併せてご覧頂ければと
思います。
　さて、私からは地区大会の食事についてと、講演
会の内容について少し報告させてもらいたいと思い
ます。二日目の本会議の挨拶で、髙橋ガバナーは
前日のRI会長代理歓迎晩餐会の食事について触れ
られました。
　2050年には世界の人口は90億人に達していると
予想され、食糧生産は今の70％増産する必要があり
ます。また、現在発展途上と言われている国々では、
急速に欧米化が進んでおり、約20％のカロリーを
動物性タンパク質によって摂取しようとしているの
ですが、1kgの食用牛肉には約16,000リットルの水が
投下されており、同じカロリーの穀物と比べると
数倍以上になります。地球上の水は限られた資源で
あり、これからの持続可能な社会を考えると、食料
難、食肉不足が懸念されます。そこで、今回の晩餐
会の一部には食糧危機に備え、持続可能な取り組み
として、ミートソースの挽肉の代わりに、大豆ミー
トを用いたとのことです。私は全然気づきませんで
した。恐らく、会場にいた人で大豆ミートという
ことが分かった人はいなかったのではないかと思い
ます。
　また、地域産業支援、輸送コストとエネルギーの
削減を意識して県産品にこだわったメニュー構成と
の説明もありました。
　髙橋ガバナーはこのようにメニューに趣向を凝
らしたことを、「環境問題に対するささやかな試み」
として紹介されましたが、食事前に言われるとやや
興覚めするところ、すっかり食べて、飲んで、忘れ
た翌朝のスピーチで話す当たりがさすがだなと思い
ました。

　ちなみに本会議二日目の昼食は食事前に「大豆
ミートを使ったカツ丼と、そのご飯にはコンニャク
ライス」という説明が司会者よりありました。これ
には皆、興覚めしてしまいましたが、食べてみたら
何の遜色もなく、味も大変美味しかったため、この
試みは大成功だったのではないかと思います。
　少し前の話で、これも気付きませんでしたが、
PETSでの昼食のサンドイッチもパンの耳を切らな
いもので、食品ロスを意識したものだったそうです。
こうした髙橋ガバナー年度の取り組みに感心しま
した。
　今月は財団月間であり、財団の取り組みテーマは
「環境」とのことです。
　本会議、午後の部には里山資本主義の著者であり、
東大法学部卒、MBA取得、日本総合研究所主席
研究員、日本政策投資銀行特任顧問の藻谷浩介氏
より「これからのニッポン、新潟の地域力を高める」
として記念講演がありました。
　藻谷さんは、歯に衣を着せない攻撃的な物言いで、
今までの常識をバッサバッサと切り倒し、会場に
向けても「これだから野球は巨人の長嶋茂雄だと
いっている世代はダメなんだ」と痛快に語られ、
予定時間を10分以上オーバーしましたが、誰からも
不満も出ず、もっと聞きたいと思わせる内容でした。
内容については私が語るより、実際に聞いてもらっ
た方が良いと思いますので、興味のある方は是非、
地区大会のアーカイブをご視聴下さい。大変参考に
なり、勉強になりました。

　　　　中村信一 
　　　　米山記念奨学委員長
　米山記念奨学事業についての
水野功氏のお話の中で、奨学生が
世界で活躍されていること、奨学
生としての体験は時間を超えてい
ろいろな形で広がっている。奨学
生として受けたことが年月を経て

も、各々の奨学生が心にとどめてそれぞれの奨学生
が出来ることでいろいろな形で貢献された例をお話
いただきました。
　その話を聞きながら「循環無端の話」を思い出し
ました。
　明治23年、トルコの軍艦エルトゥールル号が和
歌山の串本で難破したときに村人が総出で救助しま
した。当時は台風のため食料もわずかで自分たちの
生活も厳しかったにも関わらず命を懸けて救助に
あたりました。それから百年の時を超えて、1985年

「地区大会報告」
　　　　　　西山徳芳 会長
　今年度の地区大会は、先週12
日と13日にホテルイタリア軒と
ANAクラウンプラザホテル新潟
で行われました。今年も昨年と
同じようにリモートと実際の
集りを混合した形です。
　現地で参加したのは、私西山、

梨本幹事、中村信一米山記念奨学委員長、相場地区
ローターアクト委員長の4人になります。
　残りのメンバーは、昨年は越前屋ホテルに集まっ
たと思いますが、今年は会員それぞれで、オンライン
で参加することなりました。
　今回は、各クラブ会長、幹事、財団・米山委員長
と一部の地区役員だけになり、以前のように大型
バス2台で市役所から連なって行くのでなく、マイ
クロバス1台に収まってしまいした。
　来年度は、三条北RCから米山ガバナーを輩出する
ので、三条北RCは実行委員会での参加となりました。
会場は例によってテーブルにパーテーションを立て
感染防止対策をして式典に臨みました。ガバナーが
入場される時に令夫人と入場をされるわけですが、
普通、腕を取って入場されるわけですがこの度は
しっかりと手をつないで入場されたのがすごく印象
に残りました。自分はこのような場面で手を取って
入場できるだろうか、少し自信がありません。
　今年の来賓は、RI会長代理 2840地区前橋RCの
山田邦子さんで女性であります。
　会長代理の挨拶におかれましても女性ということ
で、 RIの会長も女性です。女性の会長が活躍する
場面も多く出てくるだろうと思います。
　来年のRI会長は男性ですが、再来年には女性のRI
会長が登場いたしますとのことです。
　式典は開会宣言の後、国歌ならび、奉仕の理想で
すが、新潟のホテルにおいては生ピアノで歌います。
石本パストガバナーが指揮を取られました。ダンス
をたしなまれるそうで、リズミカルに振られました
が、残念なことに歌えません。
　休憩の後に、ロータリー財団の講演ということで
日本を3つに分け、第1地域ロータリーコーディネー
ターの橋岡久太郎氏が登壇されました。東京・赤坂
の生まれで、能楽のシテ方、主役をやっていられた
方で、3歳の時には初舞台を踏んでいたそうで、
ロータリーも千葉・佐倉中央RCに入会され、クラブ
会長、ガバナーを経験された方です。講演の中で、「世
界で良いことをしよう」をスローガンに推進された
と言うところは非常に印象に残りました。

　集まった会員の同士で話を聞いていると、コロナ
に誰々が感染したとか、実は私も感染したという話
も聞こえてきて、ちょっと怖かったです。皆さん
がマスクをつけているので、感染の恐れはないと安
心はしておりました。
　それから二つの講演の中でDEI（Diversity, equity 
and inclusion）多様性・公平さ・インクルージョンで、
女子の活躍、包括性ということについて度々触れて
いたことが印象に残ります。米山記念奨学の話の中
で髙橋ガバナーから質問が出て、「中国人又はアジア
からの留学生が最近減ってきている。これは何かと
いう。」質問が出ました。これについて詳細な分析
はしたわけではないという断りの上で、世界の中で
日本の豊かさが総体的に下がってきていることと、
学力の上で大学のランキングが低い、東大でも世界
では70位ぐらいなので、他の大学に流れる場面が
多くなってきたのではなかろうかと分析されていた。
　休憩を挟んで RI会長代理歓迎晩餐会で会食する
わけですが、パーテーションを立てた上でお酌は
なさらぬように、席は離れることのないように、
手酌でとのお達しで、乾杯の後はパーテーションの
両隣ぐらいしか話ができない状態でしたが、宴会で
は接近しすぎて仕切りを倒し、テーブルが雪崩を
打って崩壊するテーブルが二つあり、すべての料理
をセットしなおすアクシデントがあった。
　会が進むとさすがに、何人かの方が挨拶に回った
ように見受けられました。アトラクションは古町
芸妓の踊りで、祝舞、四季の新潟、相川甚句なので
楽しめた、クラブ全員で参加できればもっと楽しかっ
たのでしょうが、仕方のないことなのかなと自分で
納得させました。
　2日目は会場をANAクラウンプラザホテル新潟に
移し、会場の入り口に三条RACのペットボトルキャッ
プの回収についての特設のブースがあり、メンバー
と相場地区ローターアクト委員長がアピールをして
いた。
　12日と同様に開会宣言の後、来賓役員の紹介、
物故会員を追悼し、ガバナー挨拶で始まり、RI会長
代理並びに、 RI会長のメッセージが流された。前年
度収支報告、監査報告の後、大会委員会の報告中で
も、南雲ガバナーノミニーの次、3年後のガバナー
の指名ができなかった報告があった。各種表彰の後、
活動報告としてロータリー財団奨学生、米山記念
奨学生、インターアクト地区代表、ローターアクト
地区代表の報告があった。
　表彰ではわが三条RCから、小越憲泰会員がロータ
リー米山記念奨学会寄付・個人表彰を受けられたこ
とを、ご報告いたします。
　食事はサステナブルという話で、昼食及びに晩餐

会の席でも肉が代替肉であったり、料理の材料が
県産品で輸送コストのかからないものであったり、
ご飯に、こんにゃくの粒が入ってるコンニャクライス
であったり、色々と新しい試みを盛り込んだSDGs
の食の実践であった。
　午後からの記念講演は藻谷浩介氏の、「これからの
ニッポン、新潟の地域力を高める」を演題に講演が
あった。講演については皆さんもご覧頂いたように、
数字の比較から生活保護、高齢化率、高齢者数、
日本の貿易相手国金額など小学生でも分かるくらい
簡単に数字を棒グラフにしての比較で、見やすく
聞きやすい講演であった。
　後はゴルフ大会の表彰 、RI会長代理の講評、
記念品の贈呈、米山ガバナーエレクトによる次回
開催地の挨拶PR、来年度三条の地において地区大会
を開くことを述べられている。北クラブがホスト
クラブになるがコ・ホストクラブとして三条RCを
始め三つのクラブが協力しなければならないという
ことを思わせた。
　本会議を閉じ、その後は親睦交流会となったが、
記念公演として、元宝塚月組の越乃リュウの歌謡
ショーが行われました。越乃リュウは新潟市小針の
焼き鳥屋さんの娘さんだそうで大変親近感を覚えま
した。報告を終わります。

　 　 　 　 梨本次郎 幹事
　地区大会は、地区のメンバー
が一堂に会し、そこで語られるス
トーリーや、分かち合う友情か
ら、ロータリーの奉仕の情熱を
高めることができる素晴らしい
大会だと思います。
　画面越しのオンライン映像で

は、そうした気持ちの高ぶりを感じることは難しく、
それは、対面でリアルに会うからこそ得られるエネ
ルギーであると思います。
　今回はCOVIT-19禍ということもあり、地区役員
と、各クラブの会長、幹事、一部対象者のみという
人数制限の中で第一日目の「指導者育成セミナー」、
第二日目の「本会議」が行われました。そうした
中で、幸運にも私は本年度幹事ということで、
第2560地区の地区大会に参加できたわけですが、
これは本当にありがたいことで、私自身、大変な
学びになりました。会場でしか感じることのできな
い雰囲気、ロータリーに対する愛情や熱意、奉仕の
想い、謙虚に学ぼうという姿勢、そして、何より、
そこに集う皆が、リーダーとして果敢に目的意識を
持って行動しようという意欲を肌で感じることがで
きました。まさに、ロータリーの奉仕の情熱を高め
ることができる素晴らしい大会だったと思います。
　本年度RI会長は、初の女性会長であるジェニ
ファー・ジョーンズさんですが、このようなことを
述べました。
　「私は最初の女性会長であるが、最後の女性会長
ではない」
　来年の会長エレクトは男性ですが、会長ノミニー
はアメリカ合衆国の女性の方だという発表が山田
邦子RI会長代理よりありました。
　前橋RC所属の内科医である山田邦子RI会長代理
も女性ですが、RIでは女児地位向上アンバサダーに
就任しており、昨年よりRIで取り組みが始まった
「女児のエンパワーメント」について、本年度の
ジェニファー・ジョーンズ会長も継続して取り組ん
でいると述べられました。これは女児の安全、教育、
健康、福祉を向上させる活動のことです。
　これからの世界の発展を考えた時に女性にもっと
もっと活躍の機会を与えなければならない。その
ためには幼いころから世界中の女の子の地位を向上
させようという活動です。
　山田邦子RI会長代理のスピーチも大変すばら
しく、これを聞けただけでも地区大会に来た意義が
あったと感じましたが、その山田邦子RI会長代理が
あいさつの中で流したジェニファー・ジョーンズ
会長のスピーチに心を打たれました。

イラン、イラク戦争のときにトルコ政府は取り残さ
れた215名の日本人のために飛行機2機を現地に差し
向けて救出してくれました。その5年後トルコ地震
の時にはその時助けられた日本人皆で義捐金を集め
トルコにおくりました。そしてそこでまた感謝され
たのです。
循環無端
宇城道塾という「武道で平和への循環をつくる」
と題して次のように記載されています。
日本の戦闘経という西暦1千年頃につくられた
日本最古の武経の正典による考えですが、「循環す
なわち、めぐりめぐって端なし。」
無限に行き詰まることはない。
　ロータリーに参加し活動を行う中で循環無端の
思想をより身近に体現できると思います。
　宇城道塾では「武道で平和の循環を作る」
　ロータリーでは「ロータリーの活動で平和の循環
と未来への循環を作る」一端になれたらと思いま
した。

　相場弘介
　地区ローターアクト委員長
　地区青少年奉仕員会に出向
している事から、RI会長代理御
夫妻歓迎晩餐会から地区大会に
参加して参りました。新潟RCを
ホストクラブに11月12日（土）
ホテルイタリア軒にて総勢198名

での晩餐会でした。コロナ禍と言われ現状に至る
3年間を払拭するような素晴らしい晩餐会で、RI会長
代理 山田邦子様も前橋RC所属であることから元々
は同じ地区であった新潟に来られてとても感慨深い
と仰っておりました。
　そして13日（日）にはANAクラウンプラザホテル
にて本会議が開催されました。午前の部として通例
のセレモニーから収支・各種報告や表彰と進みまし
た。ここでは活動報告としてロータリー財団奨学生、
米山記念奨学生、インターアクト地区代表、ロー
ターアクト地区代表も登壇しました。私はお役目上
ローターアクト田巻代表に注目しておりましたが、
各代表とも学生という立場や年齢を感じさせない
非常に素晴らしい堂々とした報告と内容で改めて
感銘を受けました。
　そして午後の部の記念講演「これからのニッポン、
新潟の地域力を高める」では藻谷浩介氏による本当
に目から鱗が落ちる、普段我々が接している報道や
情報がいかに事実（数値やデータ）とかけ離れている

かを知らされました。講演の中で藻谷氏が何度も
仰っていた “何事も解釈する前に実態確認” という
言葉がとても印象に残っています。そして交流会で
は元宝塚歌劇団月組組長の越乃リュウ氏による記念
公演とともに和やかに時間が過ぎて行きました。
　報告は以上ですが、今回の地区大会では地区財団
委員会ポリオプラス委員会の髙坂委員長より依頼を
受け、13日（日）本会議前の一時間、地区ローター
アクト田巻代表とともに三条ローターアクトクラブ
川越会長と笠原幹事にご協力いただき、三条ロー
ターアクトクラブのポリオワクチン確保に向けた
ペットボトルキャップ回収事業の紹介ブースを出展
しました。実際にワクチン一回分に変わるペットボ
トルキャップを展示したことから皆さまから非常に
注目され良いアピールになったと思います。休日の
早朝からご協力いただきました田巻代表、川越会長、
笠原幹事には本当に感謝しております。有り難う
ございました。

　また実動に当たり提唱クラブとしてご調整をいた
だきました梨本幹事と小林青少年奉仕委員長にも改
めまして御礼申し上げます。
　次年度は第四分区での地区大会開催となります。
コ・ホストクラブの一員として出来る限り協力し、
盛り上げていきたいと考えております。よろしくお
願い致します。



会長挨拶
　　　　　　　　　　西山徳芳 会長 
　会員の皆様におかれましては、地区大会
のオンラインでの視聴、ありがとうござい
ました。現地で参加された方は二日間に
わたっての長い時間、ご苦労様でした。
　三条東RC外山信良会長エレクト、飯山
武志副幹事、坂西哲昌副SAA、本日は
ようこそいらっしゃいました。ごゆっくり
お過ごしください。

　さて、私は田舎の方に住んでいます。田んぼは周りにある
わけで、散歩をしていると稲刈りの後の切り株から穂が伸び
ております。その切り株から「ひこばえ」とか、「ひつち」、
「ひつじ」、「再生イネ」、「2番穂」などと呼ばれる株が生え
てきます。
　稲刈り後に生えたものとはいえ、同じ稲が実をつけている
ので食べられるのではないだろうか、と考えてしまうわけ
です。そこでちょっと考えてみました。いつも食べている
食事で、茶碗一杯が炊き上がりで100gから150g、お米を
粒数にすると3250粒、なかなかの数です。
　続いて一株にどれほどコメがとれるか考えます。子供たち
の夏休みの課題で、バケツに稲を育てることがあります。
　一株を植えるのですが、一株から3本の茎が立ちます。
一つの茎から約100粒が取れます。
　つまり茶碗一杯3250粒、一つの茎から100粒、11株で一
杯になります。ちょっと家で育てて自分の食事にすることは
無理があるようです。

　やはり実りの悪い、2番穂は、シベリアから飛ん
できた白鳥や鴨の餌にちょうどいいようです。
　ちなみに平成5年に全国的に冷害であった時、
岩手県でも記録的な不作となりました。
　翌年の平成6年に植える種籾もありませんでし
た。そこで5年の秋に収穫した米を種もみとして、
石垣島で早めに作ってもらい、岩手での翌年の田
植えに間に合わせたという話があります。
　今、お米は余っているそうですが、会社の仕事を
しなくなったら自給自足をするのに稲を育てるの
は、かなり無理があると思います。取った米粒を数
えるような時が来ないことを祈ります。

幹事報告
　　　　　　 梨本次郎 幹事

◎髙橋ガバナー事務所より
　「地区大会の御礼」
◎三条RACより
　「50㎞清掃活動のご案内」
　　　日　　時　11月20日（日）
　　　　　　　　8：00～9：00（受付開始 7：30）
　　　集合場所　ひめさゆりパーク（三条市下大浦）
◎三条市立大学より
　「医工連携セミナーのご案内」
　　　日　　時　11月24日（木）16：30～18：00
　　　会　　場　三条市立大学 4階 共和松井ホール
　※当初11月10日が申込締切でしたが、締め切りを
　設けずに受け付けることになりました。

◎クールビズ期間は終了しております。
　例会にご出席の際は、ジャケット・ネクタイの
着用をお願いいたします。

◎次週 23日は祝日のため休会です。

ニコニコBOX　
三条東RC　外山信良会長エレクト
　本日、よろしくお願いします。
三条東RC　飯山武志副幹事
　本日はお世話になります。よろしくお願いします。
三条東RC　坂西哲昌副SAA
　本日は、例会に参加させていただきまして、あり
がとうございます。勉強をさせていただきます。

西山徳芳会長
　弥彦の帰りに、二・七の市日でかきのもとを買っ
て食べました。花より団子になりました。
　地区大会への参加ありがとうございます。
吉井直樹さん
　本日、地区大会報告を宜しくお願いします。
　東クラブ 外山エレクト、飯山次年度幹事、坂西
SAAようこそおいで下さいました。

梨本次郎さん
　膝が痛くてしばらくランオフしていましたが、
痛みがおさまってきたので久し振りに走り始め
ました。走れることが幸せです。

斎藤弘文さん
　赤坂離宮 迎賓館見学しました。本当に素晴しい。
中林順一さん
　寒くなって来たので、冬の園芸作業をしなければ
と思うのですが天気が良いと遊びに行くし、雨が
降ると作業が出来ないし、わがままで困ります。

嘉瀬一洋さん
　地区大会がどういうものなのかも分かっていま
せんが、西山会長の卓話で勉強させて頂きます。

小越憲泰さん
　だいぶ寒くなって来ました。お互い健康に気を
付けましょう。

高橋　司さん
　西山会長「地区大会」出席ご苦労様でした。卓話
楽しみです。

衛藤泰男さん
　市から、5回目のワクチン接種予約書をいただき
ました。注射は痛くていやですがそうも言って
られません。

相場弘介さん
　本日もよろしくお願い致します。
小林吾郎さん
　先週オヤジの一周忌を行いました。早いものです。
杉山幸英さん
　寒くなりました。御身御自愛下さい。
歸山　肇さん
　西山会長、地区大会御苦労様でした。
中村信一さん
　地区大会お疲れ様でした。
野水靖之さん
　東ロータリークラブの皆様ようこそ。
　本日の地区大会報告、よろしくお願い致します。
中村和彦さん
　都合により早退させていただきます。
渡辺良一さん、 　若槻八十彦さん、 五十嵐晋三さん、
松永一義さん、 　船越良則さん、 　松平隆行さん、
小出子恵出さん

　地区大会報告ご苦労様です。お話楽しみにして
おります。
安達俊明さん、　 柳取崇之さん、　 長谷川徹さん、
早川滝徳さん
　よいことがありました。スマイルボックスに
協力いたします。

　　　　　　　　11月16日分　￥    34,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  445,000
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　ジェニファー・ジョーンズ会長は大変魅力的な方
で、情熱的なメッセージを語ってくださいました。
　たった2分間の映像です。地区大会のアーカイブ
では57分からですので、もし興味のある方、山田
邦子RI会長代理のスピーチと併せてご覧頂ければと
思います。
　さて、私からは地区大会の食事についてと、講演
会の内容について少し報告させてもらいたいと思い
ます。二日目の本会議の挨拶で、髙橋ガバナーは
前日のRI会長代理歓迎晩餐会の食事について触れ
られました。
　2050年には世界の人口は90億人に達していると
予想され、食糧生産は今の70％増産する必要があり
ます。また、現在発展途上と言われている国々では、
急速に欧米化が進んでおり、約20％のカロリーを
動物性タンパク質によって摂取しようとしているの
ですが、1kgの食用牛肉には約16,000リットルの水が
投下されており、同じカロリーの穀物と比べると
数倍以上になります。地球上の水は限られた資源で
あり、これからの持続可能な社会を考えると、食料
難、食肉不足が懸念されます。そこで、今回の晩餐
会の一部には食糧危機に備え、持続可能な取り組み
として、ミートソースの挽肉の代わりに、大豆ミー
トを用いたとのことです。私は全然気づきませんで
した。恐らく、会場にいた人で大豆ミートという
ことが分かった人はいなかったのではないかと思い
ます。
　また、地域産業支援、輸送コストとエネルギーの
削減を意識して県産品にこだわったメニュー構成と
の説明もありました。
　髙橋ガバナーはこのようにメニューに趣向を凝
らしたことを、「環境問題に対するささやかな試み」
として紹介されましたが、食事前に言われるとやや
興覚めするところ、すっかり食べて、飲んで、忘れ
た翌朝のスピーチで話す当たりがさすがだなと思い
ました。

　ちなみに本会議二日目の昼食は食事前に「大豆
ミートを使ったカツ丼と、そのご飯にはコンニャク
ライス」という説明が司会者よりありました。これ
には皆、興覚めしてしまいましたが、食べてみたら
何の遜色もなく、味も大変美味しかったため、この
試みは大成功だったのではないかと思います。
　少し前の話で、これも気付きませんでしたが、
PETSでの昼食のサンドイッチもパンの耳を切らな
いもので、食品ロスを意識したものだったそうです。
こうした髙橋ガバナー年度の取り組みに感心しま
した。
　今月は財団月間であり、財団の取り組みテーマは
「環境」とのことです。
　本会議、午後の部には里山資本主義の著者であり、
東大法学部卒、MBA取得、日本総合研究所主席
研究員、日本政策投資銀行特任顧問の藻谷浩介氏
より「これからのニッポン、新潟の地域力を高める」
として記念講演がありました。
　藻谷さんは、歯に衣を着せない攻撃的な物言いで、
今までの常識をバッサバッサと切り倒し、会場に
向けても「これだから野球は巨人の長嶋茂雄だと
いっている世代はダメなんだ」と痛快に語られ、
予定時間を10分以上オーバーしましたが、誰からも
不満も出ず、もっと聞きたいと思わせる内容でした。
内容については私が語るより、実際に聞いてもらっ
た方が良いと思いますので、興味のある方は是非、
地区大会のアーカイブをご視聴下さい。大変参考に
なり、勉強になりました。

　　　　中村信一 
　　　　米山記念奨学委員長
　米山記念奨学事業についての
水野功氏のお話の中で、奨学生が
世界で活躍されていること、奨学
生としての体験は時間を超えてい
ろいろな形で広がっている。奨学
生として受けたことが年月を経て

も、各々の奨学生が心にとどめてそれぞれの奨学生
が出来ることでいろいろな形で貢献された例をお話
いただきました。
　その話を聞きながら「循環無端の話」を思い出し
ました。
　明治23年、トルコの軍艦エルトゥールル号が和
歌山の串本で難破したときに村人が総出で救助しま
した。当時は台風のため食料もわずかで自分たちの
生活も厳しかったにも関わらず命を懸けて救助に
あたりました。それから百年の時を超えて、1985年

「地区大会報告」
　　　　　　西山徳芳 会長
　今年度の地区大会は、先週12
日と13日にホテルイタリア軒と
ANAクラウンプラザホテル新潟
で行われました。今年も昨年と
同じようにリモートと実際の
集りを混合した形です。
　現地で参加したのは、私西山、

梨本幹事、中村信一米山記念奨学委員長、相場地区
ローターアクト委員長の4人になります。
　残りのメンバーは、昨年は越前屋ホテルに集まっ
たと思いますが、今年は会員それぞれで、オンライン
で参加することなりました。
　今回は、各クラブ会長、幹事、財団・米山委員長
と一部の地区役員だけになり、以前のように大型
バス2台で市役所から連なって行くのでなく、マイ
クロバス1台に収まってしまいした。
　来年度は、三条北RCから米山ガバナーを輩出する
ので、三条北RCは実行委員会での参加となりました。
会場は例によってテーブルにパーテーションを立て
感染防止対策をして式典に臨みました。ガバナーが
入場される時に令夫人と入場をされるわけですが、
普通、腕を取って入場されるわけですがこの度は
しっかりと手をつないで入場されたのがすごく印象
に残りました。自分はこのような場面で手を取って
入場できるだろうか、少し自信がありません。
　今年の来賓は、RI会長代理 2840地区前橋RCの
山田邦子さんで女性であります。
　会長代理の挨拶におかれましても女性ということ
で、 RIの会長も女性です。女性の会長が活躍する
場面も多く出てくるだろうと思います。
　来年のRI会長は男性ですが、再来年には女性のRI
会長が登場いたしますとのことです。
　式典は開会宣言の後、国歌ならび、奉仕の理想で
すが、新潟のホテルにおいては生ピアノで歌います。
石本パストガバナーが指揮を取られました。ダンス
をたしなまれるそうで、リズミカルに振られました
が、残念なことに歌えません。
　休憩の後に、ロータリー財団の講演ということで
日本を3つに分け、第1地域ロータリーコーディネー
ターの橋岡久太郎氏が登壇されました。東京・赤坂
の生まれで、能楽のシテ方、主役をやっていられた
方で、3歳の時には初舞台を踏んでいたそうで、
ロータリーも千葉・佐倉中央RCに入会され、クラブ
会長、ガバナーを経験された方です。講演の中で、「世
界で良いことをしよう」をスローガンに推進された
と言うところは非常に印象に残りました。

　集まった会員の同士で話を聞いていると、コロナ
に誰々が感染したとか、実は私も感染したという話
も聞こえてきて、ちょっと怖かったです。皆さん
がマスクをつけているので、感染の恐れはないと安
心はしておりました。
　それから二つの講演の中でDEI（Diversity, equity 
and inclusion）多様性・公平さ・インクルージョンで、
女子の活躍、包括性ということについて度々触れて
いたことが印象に残ります。米山記念奨学の話の中
で髙橋ガバナーから質問が出て、「中国人又はアジア
からの留学生が最近減ってきている。これは何かと
いう。」質問が出ました。これについて詳細な分析
はしたわけではないという断りの上で、世界の中で
日本の豊かさが総体的に下がってきていることと、
学力の上で大学のランキングが低い、東大でも世界
では70位ぐらいなので、他の大学に流れる場面が
多くなってきたのではなかろうかと分析されていた。
　休憩を挟んで RI会長代理歓迎晩餐会で会食する
わけですが、パーテーションを立てた上でお酌は
なさらぬように、席は離れることのないように、
手酌でとのお達しで、乾杯の後はパーテーションの
両隣ぐらいしか話ができない状態でしたが、宴会で
は接近しすぎて仕切りを倒し、テーブルが雪崩を
打って崩壊するテーブルが二つあり、すべての料理
をセットしなおすアクシデントがあった。
　会が進むとさすがに、何人かの方が挨拶に回った
ように見受けられました。アトラクションは古町
芸妓の踊りで、祝舞、四季の新潟、相川甚句なので
楽しめた、クラブ全員で参加できればもっと楽しかっ
たのでしょうが、仕方のないことなのかなと自分で
納得させました。
　2日目は会場をANAクラウンプラザホテル新潟に
移し、会場の入り口に三条RACのペットボトルキャッ
プの回収についての特設のブースがあり、メンバー
と相場地区ローターアクト委員長がアピールをして
いた。
　12日と同様に開会宣言の後、来賓役員の紹介、
物故会員を追悼し、ガバナー挨拶で始まり、RI会長
代理並びに、 RI会長のメッセージが流された。前年
度収支報告、監査報告の後、大会委員会の報告中で
も、南雲ガバナーノミニーの次、3年後のガバナー
の指名ができなかった報告があった。各種表彰の後、
活動報告としてロータリー財団奨学生、米山記念
奨学生、インターアクト地区代表、ローターアクト
地区代表の報告があった。
　表彰ではわが三条RCから、小越憲泰会員がロータ
リー米山記念奨学会寄付・個人表彰を受けられたこ
とを、ご報告いたします。
　食事はサステナブルという話で、昼食及びに晩餐

会の席でも肉が代替肉であったり、料理の材料が
県産品で輸送コストのかからないものであったり、
ご飯に、こんにゃくの粒が入ってるコンニャクライス
であったり、色々と新しい試みを盛り込んだSDGs
の食の実践であった。
　午後からの記念講演は藻谷浩介氏の、「これからの
ニッポン、新潟の地域力を高める」を演題に講演が
あった。講演については皆さんもご覧頂いたように、
数字の比較から生活保護、高齢化率、高齢者数、
日本の貿易相手国金額など小学生でも分かるくらい
簡単に数字を棒グラフにしての比較で、見やすく
聞きやすい講演であった。
　後はゴルフ大会の表彰 、RI会長代理の講評、
記念品の贈呈、米山ガバナーエレクトによる次回
開催地の挨拶PR、来年度三条の地において地区大会
を開くことを述べられている。北クラブがホスト
クラブになるがコ・ホストクラブとして三条RCを
始め三つのクラブが協力しなければならないという
ことを思わせた。
　本会議を閉じ、その後は親睦交流会となったが、
記念公演として、元宝塚月組の越乃リュウの歌謡
ショーが行われました。越乃リュウは新潟市小針の
焼き鳥屋さんの娘さんだそうで大変親近感を覚えま
した。報告を終わります。

　 　 　 　 梨本次郎 幹事
　地区大会は、地区のメンバー
が一堂に会し、そこで語られるス
トーリーや、分かち合う友情か
ら、ロータリーの奉仕の情熱を
高めることができる素晴らしい
大会だと思います。
　画面越しのオンライン映像で

は、そうした気持ちの高ぶりを感じることは難しく、
それは、対面でリアルに会うからこそ得られるエネ
ルギーであると思います。
　今回はCOVIT-19禍ということもあり、地区役員
と、各クラブの会長、幹事、一部対象者のみという
人数制限の中で第一日目の「指導者育成セミナー」、
第二日目の「本会議」が行われました。そうした
中で、幸運にも私は本年度幹事ということで、
第2560地区の地区大会に参加できたわけですが、
これは本当にありがたいことで、私自身、大変な
学びになりました。会場でしか感じることのできな
い雰囲気、ロータリーに対する愛情や熱意、奉仕の
想い、謙虚に学ぼうという姿勢、そして、何より、
そこに集う皆が、リーダーとして果敢に目的意識を
持って行動しようという意欲を肌で感じることがで
きました。まさに、ロータリーの奉仕の情熱を高め
ることができる素晴らしい大会だったと思います。
　本年度RI会長は、初の女性会長であるジェニ
ファー・ジョーンズさんですが、このようなことを
述べました。
　「私は最初の女性会長であるが、最後の女性会長
ではない」
　来年の会長エレクトは男性ですが、会長ノミニー
はアメリカ合衆国の女性の方だという発表が山田
邦子RI会長代理よりありました。
　前橋RC所属の内科医である山田邦子RI会長代理
も女性ですが、RIでは女児地位向上アンバサダーに
就任しており、昨年よりRIで取り組みが始まった
「女児のエンパワーメント」について、本年度の
ジェニファー・ジョーンズ会長も継続して取り組ん
でいると述べられました。これは女児の安全、教育、
健康、福祉を向上させる活動のことです。
　これからの世界の発展を考えた時に女性にもっと
もっと活躍の機会を与えなければならない。その
ためには幼いころから世界中の女の子の地位を向上
させようという活動です。
　山田邦子RI会長代理のスピーチも大変すばら
しく、これを聞けただけでも地区大会に来た意義が
あったと感じましたが、その山田邦子RI会長代理が
あいさつの中で流したジェニファー・ジョーンズ
会長のスピーチに心を打たれました。

イラン、イラク戦争のときにトルコ政府は取り残さ
れた215名の日本人のために飛行機2機を現地に差し
向けて救出してくれました。その5年後トルコ地震
の時にはその時助けられた日本人皆で義捐金を集め
トルコにおくりました。そしてそこでまた感謝され
たのです。
循環無端
宇城道塾という「武道で平和への循環をつくる」
と題して次のように記載されています。
日本の戦闘経という西暦1千年頃につくられた
日本最古の武経の正典による考えですが、「循環す
なわち、めぐりめぐって端なし。」
無限に行き詰まることはない。
　ロータリーに参加し活動を行う中で循環無端の
思想をより身近に体現できると思います。
　宇城道塾では「武道で平和の循環を作る」
　ロータリーでは「ロータリーの活動で平和の循環
と未来への循環を作る」一端になれたらと思いま
した。

　相場弘介
　地区ローターアクト委員長
　地区青少年奉仕員会に出向
している事から、RI会長代理御
夫妻歓迎晩餐会から地区大会に
参加して参りました。新潟RCを
ホストクラブに11月12日（土）
ホテルイタリア軒にて総勢198名

での晩餐会でした。コロナ禍と言われ現状に至る
3年間を払拭するような素晴らしい晩餐会で、RI会長
代理 山田邦子様も前橋RC所属であることから元々
は同じ地区であった新潟に来られてとても感慨深い
と仰っておりました。
　そして13日（日）にはANAクラウンプラザホテル
にて本会議が開催されました。午前の部として通例
のセレモニーから収支・各種報告や表彰と進みまし
た。ここでは活動報告としてロータリー財団奨学生、
米山記念奨学生、インターアクト地区代表、ロー
ターアクト地区代表も登壇しました。私はお役目上
ローターアクト田巻代表に注目しておりましたが、
各代表とも学生という立場や年齢を感じさせない
非常に素晴らしい堂々とした報告と内容で改めて
感銘を受けました。
　そして午後の部の記念講演「これからのニッポン、
新潟の地域力を高める」では藻谷浩介氏による本当
に目から鱗が落ちる、普段我々が接している報道や
情報がいかに事実（数値やデータ）とかけ離れている

かを知らされました。講演の中で藻谷氏が何度も
仰っていた “何事も解釈する前に実態確認” という
言葉がとても印象に残っています。そして交流会で
は元宝塚歌劇団月組組長の越乃リュウ氏による記念
公演とともに和やかに時間が過ぎて行きました。
　報告は以上ですが、今回の地区大会では地区財団
委員会ポリオプラス委員会の髙坂委員長より依頼を
受け、13日（日）本会議前の一時間、地区ローター
アクト田巻代表とともに三条ローターアクトクラブ
川越会長と笠原幹事にご協力いただき、三条ロー
ターアクトクラブのポリオワクチン確保に向けた
ペットボトルキャップ回収事業の紹介ブースを出展
しました。実際にワクチン一回分に変わるペットボ
トルキャップを展示したことから皆さまから非常に
注目され良いアピールになったと思います。休日の
早朝からご協力いただきました田巻代表、川越会長、
笠原幹事には本当に感謝しております。有り難う
ございました。

　また実動に当たり提唱クラブとしてご調整をいた
だきました梨本幹事と小林青少年奉仕委員長にも改
めまして御礼申し上げます。
　次年度は第四分区での地区大会開催となります。
コ・ホストクラブの一員として出来る限り協力し、
盛り上げていきたいと考えております。よろしくお
願い致します。



会長挨拶
　　　　　　　　　　西山徳芳 会長 
　会員の皆様におかれましては、地区大会
のオンラインでの視聴、ありがとうござい
ました。現地で参加された方は二日間に
わたっての長い時間、ご苦労様でした。
　三条東RC外山信良会長エレクト、飯山
武志副幹事、坂西哲昌副SAA、本日は
ようこそいらっしゃいました。ごゆっくり
お過ごしください。

　さて、私は田舎の方に住んでいます。田んぼは周りにある
わけで、散歩をしていると稲刈りの後の切り株から穂が伸び
ております。その切り株から「ひこばえ」とか、「ひつち」、
「ひつじ」、「再生イネ」、「2番穂」などと呼ばれる株が生え
てきます。
　稲刈り後に生えたものとはいえ、同じ稲が実をつけている
ので食べられるのではないだろうか、と考えてしまうわけ
です。そこでちょっと考えてみました。いつも食べている
食事で、茶碗一杯が炊き上がりで100gから150g、お米を
粒数にすると3250粒、なかなかの数です。
　続いて一株にどれほどコメがとれるか考えます。子供たち
の夏休みの課題で、バケツに稲を育てることがあります。
　一株を植えるのですが、一株から3本の茎が立ちます。
一つの茎から約100粒が取れます。
　つまり茶碗一杯3250粒、一つの茎から100粒、11株で一
杯になります。ちょっと家で育てて自分の食事にすることは
無理があるようです。

　やはり実りの悪い、2番穂は、シベリアから飛ん
できた白鳥や鴨の餌にちょうどいいようです。
　ちなみに平成5年に全国的に冷害であった時、
岩手県でも記録的な不作となりました。
　翌年の平成6年に植える種籾もありませんでし
た。そこで5年の秋に収穫した米を種もみとして、
石垣島で早めに作ってもらい、岩手での翌年の田
植えに間に合わせたという話があります。
　今、お米は余っているそうですが、会社の仕事を
しなくなったら自給自足をするのに稲を育てるの
は、かなり無理があると思います。取った米粒を数
えるような時が来ないことを祈ります。

幹事報告
　　　　　　 梨本次郎 幹事

◎髙橋ガバナー事務所より
　「地区大会の御礼」
◎三条RACより
　「50㎞清掃活動のご案内」
　　　日　　時　11月20日（日）
　　　　　　　　8：00～9：00（受付開始 7：30）
　　　集合場所　ひめさゆりパーク（三条市下大浦）
◎三条市立大学より
　「医工連携セミナーのご案内」
　　　日　　時　11月24日（木）16：30～18：00
　　　会　　場　三条市立大学 4階 共和松井ホール
　※当初11月10日が申込締切でしたが、締め切りを
　設けずに受け付けることになりました。

◎クールビズ期間は終了しております。
　例会にご出席の際は、ジャケット・ネクタイの
着用をお願いいたします。

◎次週 23日は祝日のため休会です。

ニコニコBOX　
三条東RC　外山信良会長エレクト
　本日、よろしくお願いします。
三条東RC　飯山武志副幹事
　本日はお世話になります。よろしくお願いします。
三条東RC　坂西哲昌副SAA
　本日は、例会に参加させていただきまして、あり
がとうございます。勉強をさせていただきます。

西山徳芳会長
　弥彦の帰りに、二・七の市日でかきのもとを買っ
て食べました。花より団子になりました。
　地区大会への参加ありがとうございます。
吉井直樹さん
　本日、地区大会報告を宜しくお願いします。
　東クラブ 外山エレクト、飯山次年度幹事、坂西
SAAようこそおいで下さいました。

梨本次郎さん
　膝が痛くてしばらくランオフしていましたが、
痛みがおさまってきたので久し振りに走り始め
ました。走れることが幸せです。

斎藤弘文さん
　赤坂離宮 迎賓館見学しました。本当に素晴しい。
中林順一さん
　寒くなって来たので、冬の園芸作業をしなければ
と思うのですが天気が良いと遊びに行くし、雨が
降ると作業が出来ないし、わがままで困ります。

嘉瀬一洋さん
　地区大会がどういうものなのかも分かっていま
せんが、西山会長の卓話で勉強させて頂きます。

小越憲泰さん
　だいぶ寒くなって来ました。お互い健康に気を
付けましょう。

高橋　司さん
　西山会長「地区大会」出席ご苦労様でした。卓話
楽しみです。

衛藤泰男さん
　市から、5回目のワクチン接種予約書をいただき
ました。注射は痛くていやですがそうも言って
られません。

相場弘介さん
　本日もよろしくお願い致します。
小林吾郎さん
　先週オヤジの一周忌を行いました。早いものです。
杉山幸英さん
　寒くなりました。御身御自愛下さい。
歸山　肇さん
　西山会長、地区大会御苦労様でした。
中村信一さん
　地区大会お疲れ様でした。
野水靖之さん
　東ロータリークラブの皆様ようこそ。
　本日の地区大会報告、よろしくお願い致します。
中村和彦さん
　都合により早退させていただきます。
渡辺良一さん、 　若槻八十彦さん、 五十嵐晋三さん、
松永一義さん、 　船越良則さん、 　松平隆行さん、
小出子恵出さん

　地区大会報告ご苦労様です。お話楽しみにして
おります。
安達俊明さん、　 柳取崇之さん、　 長谷川徹さん、
早川滝徳さん
　よいことがありました。スマイルボックスに
協力いたします。

　　　　　　　　11月16日分　￥    34,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  445,000
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　ジェニファー・ジョーンズ会長は大変魅力的な方
で、情熱的なメッセージを語ってくださいました。
　たった2分間の映像です。地区大会のアーカイブ
では57分からですので、もし興味のある方、山田
邦子RI会長代理のスピーチと併せてご覧頂ければと
思います。
　さて、私からは地区大会の食事についてと、講演
会の内容について少し報告させてもらいたいと思い
ます。二日目の本会議の挨拶で、髙橋ガバナーは
前日のRI会長代理歓迎晩餐会の食事について触れ
られました。
　2050年には世界の人口は90億人に達していると
予想され、食糧生産は今の70％増産する必要があり
ます。また、現在発展途上と言われている国々では、
急速に欧米化が進んでおり、約20％のカロリーを
動物性タンパク質によって摂取しようとしているの
ですが、1kgの食用牛肉には約16,000リットルの水が
投下されており、同じカロリーの穀物と比べると
数倍以上になります。地球上の水は限られた資源で
あり、これからの持続可能な社会を考えると、食料
難、食肉不足が懸念されます。そこで、今回の晩餐
会の一部には食糧危機に備え、持続可能な取り組み
として、ミートソースの挽肉の代わりに、大豆ミー
トを用いたとのことです。私は全然気づきませんで
した。恐らく、会場にいた人で大豆ミートという
ことが分かった人はいなかったのではないかと思い
ます。
　また、地域産業支援、輸送コストとエネルギーの
削減を意識して県産品にこだわったメニュー構成と
の説明もありました。
　髙橋ガバナーはこのようにメニューに趣向を凝
らしたことを、「環境問題に対するささやかな試み」
として紹介されましたが、食事前に言われるとやや
興覚めするところ、すっかり食べて、飲んで、忘れ
た翌朝のスピーチで話す当たりがさすがだなと思い
ました。

　ちなみに本会議二日目の昼食は食事前に「大豆
ミートを使ったカツ丼と、そのご飯にはコンニャク
ライス」という説明が司会者よりありました。これ
には皆、興覚めしてしまいましたが、食べてみたら
何の遜色もなく、味も大変美味しかったため、この
試みは大成功だったのではないかと思います。
　少し前の話で、これも気付きませんでしたが、
PETSでの昼食のサンドイッチもパンの耳を切らな
いもので、食品ロスを意識したものだったそうです。
こうした髙橋ガバナー年度の取り組みに感心しま
した。
　今月は財団月間であり、財団の取り組みテーマは
「環境」とのことです。
　本会議、午後の部には里山資本主義の著者であり、
東大法学部卒、MBA取得、日本総合研究所主席
研究員、日本政策投資銀行特任顧問の藻谷浩介氏
より「これからのニッポン、新潟の地域力を高める」
として記念講演がありました。
　藻谷さんは、歯に衣を着せない攻撃的な物言いで、
今までの常識をバッサバッサと切り倒し、会場に
向けても「これだから野球は巨人の長嶋茂雄だと
いっている世代はダメなんだ」と痛快に語られ、
予定時間を10分以上オーバーしましたが、誰からも
不満も出ず、もっと聞きたいと思わせる内容でした。
内容については私が語るより、実際に聞いてもらっ
た方が良いと思いますので、興味のある方は是非、
地区大会のアーカイブをご視聴下さい。大変参考に
なり、勉強になりました。

　　　　中村信一 
　　　　米山記念奨学委員長
　米山記念奨学事業についての
水野功氏のお話の中で、奨学生が
世界で活躍されていること、奨学
生としての体験は時間を超えてい
ろいろな形で広がっている。奨学
生として受けたことが年月を経て

も、各々の奨学生が心にとどめてそれぞれの奨学生
が出来ることでいろいろな形で貢献された例をお話
いただきました。
　その話を聞きながら「循環無端の話」を思い出し
ました。
　明治23年、トルコの軍艦エルトゥールル号が和
歌山の串本で難破したときに村人が総出で救助しま
した。当時は台風のため食料もわずかで自分たちの
生活も厳しかったにも関わらず命を懸けて救助に
あたりました。それから百年の時を超えて、1985年

「地区大会報告」
　　　　　　西山徳芳 会長
　今年度の地区大会は、先週12
日と13日にホテルイタリア軒と
ANAクラウンプラザホテル新潟
で行われました。今年も昨年と
同じようにリモートと実際の
集りを混合した形です。
　現地で参加したのは、私西山、

梨本幹事、中村信一米山記念奨学委員長、相場地区
ローターアクト委員長の4人になります。
　残りのメンバーは、昨年は越前屋ホテルに集まっ
たと思いますが、今年は会員それぞれで、オンライン
で参加することなりました。
　今回は、各クラブ会長、幹事、財団・米山委員長
と一部の地区役員だけになり、以前のように大型
バス2台で市役所から連なって行くのでなく、マイ
クロバス1台に収まってしまいした。
　来年度は、三条北RCから米山ガバナーを輩出する
ので、三条北RCは実行委員会での参加となりました。
会場は例によってテーブルにパーテーションを立て
感染防止対策をして式典に臨みました。ガバナーが
入場される時に令夫人と入場をされるわけですが、
普通、腕を取って入場されるわけですがこの度は
しっかりと手をつないで入場されたのがすごく印象
に残りました。自分はこのような場面で手を取って
入場できるだろうか、少し自信がありません。
　今年の来賓は、RI会長代理 2840地区前橋RCの
山田邦子さんで女性であります。
　会長代理の挨拶におかれましても女性ということ
で、 RIの会長も女性です。女性の会長が活躍する
場面も多く出てくるだろうと思います。
　来年のRI会長は男性ですが、再来年には女性のRI
会長が登場いたしますとのことです。
　式典は開会宣言の後、国歌ならび、奉仕の理想で
すが、新潟のホテルにおいては生ピアノで歌います。
石本パストガバナーが指揮を取られました。ダンス
をたしなまれるそうで、リズミカルに振られました
が、残念なことに歌えません。
　休憩の後に、ロータリー財団の講演ということで
日本を3つに分け、第1地域ロータリーコーディネー
ターの橋岡久太郎氏が登壇されました。東京・赤坂
の生まれで、能楽のシテ方、主役をやっていられた
方で、3歳の時には初舞台を踏んでいたそうで、
ロータリーも千葉・佐倉中央RCに入会され、クラブ
会長、ガバナーを経験された方です。講演の中で、「世
界で良いことをしよう」をスローガンに推進された
と言うところは非常に印象に残りました。

　集まった会員の同士で話を聞いていると、コロナ
に誰々が感染したとか、実は私も感染したという話
も聞こえてきて、ちょっと怖かったです。皆さん
がマスクをつけているので、感染の恐れはないと安
心はしておりました。
　それから二つの講演の中でDEI（Diversity, equity 
and inclusion）多様性・公平さ・インクルージョンで、
女子の活躍、包括性ということについて度々触れて
いたことが印象に残ります。米山記念奨学の話の中
で髙橋ガバナーから質問が出て、「中国人又はアジア
からの留学生が最近減ってきている。これは何かと
いう。」質問が出ました。これについて詳細な分析
はしたわけではないという断りの上で、世界の中で
日本の豊かさが総体的に下がってきていることと、
学力の上で大学のランキングが低い、東大でも世界
では70位ぐらいなので、他の大学に流れる場面が
多くなってきたのではなかろうかと分析されていた。
　休憩を挟んで RI会長代理歓迎晩餐会で会食する
わけですが、パーテーションを立てた上でお酌は
なさらぬように、席は離れることのないように、
手酌でとのお達しで、乾杯の後はパーテーションの
両隣ぐらいしか話ができない状態でしたが、宴会で
は接近しすぎて仕切りを倒し、テーブルが雪崩を
打って崩壊するテーブルが二つあり、すべての料理
をセットしなおすアクシデントがあった。
　会が進むとさすがに、何人かの方が挨拶に回った
ように見受けられました。アトラクションは古町
芸妓の踊りで、祝舞、四季の新潟、相川甚句なので
楽しめた、クラブ全員で参加できればもっと楽しかっ
たのでしょうが、仕方のないことなのかなと自分で
納得させました。
　2日目は会場をANAクラウンプラザホテル新潟に
移し、会場の入り口に三条RACのペットボトルキャッ
プの回収についての特設のブースがあり、メンバー
と相場地区ローターアクト委員長がアピールをして
いた。
　12日と同様に開会宣言の後、来賓役員の紹介、
物故会員を追悼し、ガバナー挨拶で始まり、RI会長
代理並びに、 RI会長のメッセージが流された。前年
度収支報告、監査報告の後、大会委員会の報告中で
も、南雲ガバナーノミニーの次、3年後のガバナー
の指名ができなかった報告があった。各種表彰の後、
活動報告としてロータリー財団奨学生、米山記念
奨学生、インターアクト地区代表、ローターアクト
地区代表の報告があった。
　表彰ではわが三条RCから、小越憲泰会員がロータ
リー米山記念奨学会寄付・個人表彰を受けられたこ
とを、ご報告いたします。
　食事はサステナブルという話で、昼食及びに晩餐

会の席でも肉が代替肉であったり、料理の材料が
県産品で輸送コストのかからないものであったり、
ご飯に、こんにゃくの粒が入ってるコンニャクライス
であったり、色々と新しい試みを盛り込んだSDGs
の食の実践であった。
　午後からの記念講演は藻谷浩介氏の、「これからの
ニッポン、新潟の地域力を高める」を演題に講演が
あった。講演については皆さんもご覧頂いたように、
数字の比較から生活保護、高齢化率、高齢者数、
日本の貿易相手国金額など小学生でも分かるくらい
簡単に数字を棒グラフにしての比較で、見やすく
聞きやすい講演であった。
　後はゴルフ大会の表彰 、RI会長代理の講評、
記念品の贈呈、米山ガバナーエレクトによる次回
開催地の挨拶PR、来年度三条の地において地区大会
を開くことを述べられている。北クラブがホスト
クラブになるがコ・ホストクラブとして三条RCを
始め三つのクラブが協力しなければならないという
ことを思わせた。
　本会議を閉じ、その後は親睦交流会となったが、
記念公演として、元宝塚月組の越乃リュウの歌謡
ショーが行われました。越乃リュウは新潟市小針の
焼き鳥屋さんの娘さんだそうで大変親近感を覚えま
した。報告を終わります。

　 　 　 　 梨本次郎 幹事
　地区大会は、地区のメンバー
が一堂に会し、そこで語られるス
トーリーや、分かち合う友情か
ら、ロータリーの奉仕の情熱を
高めることができる素晴らしい
大会だと思います。
　画面越しのオンライン映像で

は、そうした気持ちの高ぶりを感じることは難しく、
それは、対面でリアルに会うからこそ得られるエネ
ルギーであると思います。
　今回はCOVIT-19禍ということもあり、地区役員
と、各クラブの会長、幹事、一部対象者のみという
人数制限の中で第一日目の「指導者育成セミナー」、
第二日目の「本会議」が行われました。そうした
中で、幸運にも私は本年度幹事ということで、
第2560地区の地区大会に参加できたわけですが、
これは本当にありがたいことで、私自身、大変な
学びになりました。会場でしか感じることのできな
い雰囲気、ロータリーに対する愛情や熱意、奉仕の
想い、謙虚に学ぼうという姿勢、そして、何より、
そこに集う皆が、リーダーとして果敢に目的意識を
持って行動しようという意欲を肌で感じることがで
きました。まさに、ロータリーの奉仕の情熱を高め
ることができる素晴らしい大会だったと思います。
　本年度RI会長は、初の女性会長であるジェニ
ファー・ジョーンズさんですが、このようなことを
述べました。
　「私は最初の女性会長であるが、最後の女性会長
ではない」
　来年の会長エレクトは男性ですが、会長ノミニー
はアメリカ合衆国の女性の方だという発表が山田
邦子RI会長代理よりありました。
　前橋RC所属の内科医である山田邦子RI会長代理
も女性ですが、RIでは女児地位向上アンバサダーに
就任しており、昨年よりRIで取り組みが始まった
「女児のエンパワーメント」について、本年度の
ジェニファー・ジョーンズ会長も継続して取り組ん
でいると述べられました。これは女児の安全、教育、
健康、福祉を向上させる活動のことです。
　これからの世界の発展を考えた時に女性にもっと
もっと活躍の機会を与えなければならない。その
ためには幼いころから世界中の女の子の地位を向上
させようという活動です。
　山田邦子RI会長代理のスピーチも大変すばら
しく、これを聞けただけでも地区大会に来た意義が
あったと感じましたが、その山田邦子RI会長代理が
あいさつの中で流したジェニファー・ジョーンズ
会長のスピーチに心を打たれました。

イラン、イラク戦争のときにトルコ政府は取り残さ
れた215名の日本人のために飛行機2機を現地に差し
向けて救出してくれました。その5年後トルコ地震
の時にはその時助けられた日本人皆で義捐金を集め
トルコにおくりました。そしてそこでまた感謝され
たのです。
循環無端
宇城道塾という「武道で平和への循環をつくる」
と題して次のように記載されています。
日本の戦闘経という西暦1千年頃につくられた
日本最古の武経の正典による考えですが、「循環す
なわち、めぐりめぐって端なし。」
無限に行き詰まることはない。
　ロータリーに参加し活動を行う中で循環無端の
思想をより身近に体現できると思います。
　宇城道塾では「武道で平和の循環を作る」
　ロータリーでは「ロータリーの活動で平和の循環
と未来への循環を作る」一端になれたらと思いま
した。

　相場弘介
　地区ローターアクト委員長
　地区青少年奉仕員会に出向
している事から、RI会長代理御
夫妻歓迎晩餐会から地区大会に
参加して参りました。新潟RCを
ホストクラブに11月12日（土）
ホテルイタリア軒にて総勢198名

での晩餐会でした。コロナ禍と言われ現状に至る
3年間を払拭するような素晴らしい晩餐会で、RI会長
代理 山田邦子様も前橋RC所属であることから元々
は同じ地区であった新潟に来られてとても感慨深い
と仰っておりました。
　そして13日（日）にはANAクラウンプラザホテル
にて本会議が開催されました。午前の部として通例
のセレモニーから収支・各種報告や表彰と進みまし
た。ここでは活動報告としてロータリー財団奨学生、
米山記念奨学生、インターアクト地区代表、ロー
ターアクト地区代表も登壇しました。私はお役目上
ローターアクト田巻代表に注目しておりましたが、
各代表とも学生という立場や年齢を感じさせない
非常に素晴らしい堂々とした報告と内容で改めて
感銘を受けました。
　そして午後の部の記念講演「これからのニッポン、
新潟の地域力を高める」では藻谷浩介氏による本当
に目から鱗が落ちる、普段我々が接している報道や
情報がいかに事実（数値やデータ）とかけ離れている

かを知らされました。講演の中で藻谷氏が何度も
仰っていた “何事も解釈する前に実態確認” という
言葉がとても印象に残っています。そして交流会で
は元宝塚歌劇団月組組長の越乃リュウ氏による記念
公演とともに和やかに時間が過ぎて行きました。
　報告は以上ですが、今回の地区大会では地区財団
委員会ポリオプラス委員会の髙坂委員長より依頼を
受け、13日（日）本会議前の一時間、地区ローター
アクト田巻代表とともに三条ローターアクトクラブ
川越会長と笠原幹事にご協力いただき、三条ロー
ターアクトクラブのポリオワクチン確保に向けた
ペットボトルキャップ回収事業の紹介ブースを出展
しました。実際にワクチン一回分に変わるペットボ
トルキャップを展示したことから皆さまから非常に
注目され良いアピールになったと思います。休日の
早朝からご協力いただきました田巻代表、川越会長、
笠原幹事には本当に感謝しております。有り難う
ございました。

　また実動に当たり提唱クラブとしてご調整をいた
だきました梨本幹事と小林青少年奉仕委員長にも改
めまして御礼申し上げます。
　次年度は第四分区での地区大会開催となります。
コ・ホストクラブの一員として出来る限り協力し、
盛り上げていきたいと考えております。よろしくお
願い致します。



会長挨拶
　　　　　　　　　　西山徳芳 会長 
　会員の皆様におかれましては、地区大会
のオンラインでの視聴、ありがとうござい
ました。現地で参加された方は二日間に
わたっての長い時間、ご苦労様でした。
　三条東RC外山信良会長エレクト、飯山
武志副幹事、坂西哲昌副SAA、本日は
ようこそいらっしゃいました。ごゆっくり
お過ごしください。

　さて、私は田舎の方に住んでいます。田んぼは周りにある
わけで、散歩をしていると稲刈りの後の切り株から穂が伸び
ております。その切り株から「ひこばえ」とか、「ひつち」、
「ひつじ」、「再生イネ」、「2番穂」などと呼ばれる株が生え
てきます。
　稲刈り後に生えたものとはいえ、同じ稲が実をつけている
ので食べられるのではないだろうか、と考えてしまうわけ
です。そこでちょっと考えてみました。いつも食べている
食事で、茶碗一杯が炊き上がりで100gから150g、お米を
粒数にすると3250粒、なかなかの数です。
　続いて一株にどれほどコメがとれるか考えます。子供たち
の夏休みの課題で、バケツに稲を育てることがあります。
　一株を植えるのですが、一株から3本の茎が立ちます。
一つの茎から約100粒が取れます。
　つまり茶碗一杯3250粒、一つの茎から100粒、11株で一
杯になります。ちょっと家で育てて自分の食事にすることは
無理があるようです。

　やはり実りの悪い、2番穂は、シベリアから飛ん
できた白鳥や鴨の餌にちょうどいいようです。
　ちなみに平成5年に全国的に冷害であった時、
岩手県でも記録的な不作となりました。
　翌年の平成6年に植える種籾もありませんでし
た。そこで5年の秋に収穫した米を種もみとして、
石垣島で早めに作ってもらい、岩手での翌年の田
植えに間に合わせたという話があります。
　今、お米は余っているそうですが、会社の仕事を
しなくなったら自給自足をするのに稲を育てるの
は、かなり無理があると思います。取った米粒を数
えるような時が来ないことを祈ります。

幹事報告
　　　　　　 梨本次郎 幹事

◎髙橋ガバナー事務所より
　「地区大会の御礼」
◎三条RACより
　「50㎞清掃活動のご案内」
　　　日　　時　11月20日（日）
　　　　　　　　8：00～9：00（受付開始 7：30）
　　　集合場所　ひめさゆりパーク（三条市下大浦）
◎三条市立大学より
　「医工連携セミナーのご案内」
　　　日　　時　11月24日（木）16：30～18：00
　　　会　　場　三条市立大学 4階 共和松井ホール
　※当初11月10日が申込締切でしたが、締め切りを
　設けずに受け付けることになりました。

◎クールビズ期間は終了しております。
　例会にご出席の際は、ジャケット・ネクタイの
着用をお願いいたします。

◎次週 23日は祝日のため休会です。

ニコニコBOX　
三条東RC　外山信良会長エレクト
　本日、よろしくお願いします。
三条東RC　飯山武志副幹事
　本日はお世話になります。よろしくお願いします。
三条東RC　坂西哲昌副SAA
　本日は、例会に参加させていただきまして、あり
がとうございます。勉強をさせていただきます。

西山徳芳会長
　弥彦の帰りに、二・七の市日でかきのもとを買っ
て食べました。花より団子になりました。
　地区大会への参加ありがとうございます。
吉井直樹さん
　本日、地区大会報告を宜しくお願いします。
　東クラブ 外山エレクト、飯山次年度幹事、坂西
SAAようこそおいで下さいました。

梨本次郎さん
　膝が痛くてしばらくランオフしていましたが、
痛みがおさまってきたので久し振りに走り始め
ました。走れることが幸せです。

斎藤弘文さん
　赤坂離宮 迎賓館見学しました。本当に素晴しい。
中林順一さん
　寒くなって来たので、冬の園芸作業をしなければ
と思うのですが天気が良いと遊びに行くし、雨が
降ると作業が出来ないし、わがままで困ります。

嘉瀬一洋さん
　地区大会がどういうものなのかも分かっていま
せんが、西山会長の卓話で勉強させて頂きます。

小越憲泰さん
　だいぶ寒くなって来ました。お互い健康に気を
付けましょう。

高橋　司さん
　西山会長「地区大会」出席ご苦労様でした。卓話
楽しみです。

衛藤泰男さん
　市から、5回目のワクチン接種予約書をいただき
ました。注射は痛くていやですがそうも言って
られません。

相場弘介さん
　本日もよろしくお願い致します。
小林吾郎さん
　先週オヤジの一周忌を行いました。早いものです。
杉山幸英さん
　寒くなりました。御身御自愛下さい。
歸山　肇さん
　西山会長、地区大会御苦労様でした。
中村信一さん
　地区大会お疲れ様でした。
野水靖之さん
　東ロータリークラブの皆様ようこそ。
　本日の地区大会報告、よろしくお願い致します。
中村和彦さん
　都合により早退させていただきます。
渡辺良一さん、 　若槻八十彦さん、 五十嵐晋三さん、
松永一義さん、 　船越良則さん、 　松平隆行さん、
小出子恵出さん

　地区大会報告ご苦労様です。お話楽しみにして
おります。
安達俊明さん、　 柳取崇之さん、　 長谷川徹さん、
早川滝徳さん
　よいことがありました。スマイルボックスに
協力いたします。

　　　　　　　　11月16日分　￥    34,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  445,000
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　ジェニファー・ジョーンズ会長は大変魅力的な方
で、情熱的なメッセージを語ってくださいました。
　たった2分間の映像です。地区大会のアーカイブ
では57分からですので、もし興味のある方、山田
邦子RI会長代理のスピーチと併せてご覧頂ければと
思います。
　さて、私からは地区大会の食事についてと、講演
会の内容について少し報告させてもらいたいと思い
ます。二日目の本会議の挨拶で、髙橋ガバナーは
前日のRI会長代理歓迎晩餐会の食事について触れ
られました。
　2050年には世界の人口は90億人に達していると
予想され、食糧生産は今の70％増産する必要があり
ます。また、現在発展途上と言われている国々では、
急速に欧米化が進んでおり、約20％のカロリーを
動物性タンパク質によって摂取しようとしているの
ですが、1kgの食用牛肉には約16,000リットルの水が
投下されており、同じカロリーの穀物と比べると
数倍以上になります。地球上の水は限られた資源で
あり、これからの持続可能な社会を考えると、食料
難、食肉不足が懸念されます。そこで、今回の晩餐
会の一部には食糧危機に備え、持続可能な取り組み
として、ミートソースの挽肉の代わりに、大豆ミー
トを用いたとのことです。私は全然気づきませんで
した。恐らく、会場にいた人で大豆ミートという
ことが分かった人はいなかったのではないかと思い
ます。
　また、地域産業支援、輸送コストとエネルギーの
削減を意識して県産品にこだわったメニュー構成と
の説明もありました。
　髙橋ガバナーはこのようにメニューに趣向を凝
らしたことを、「環境問題に対するささやかな試み」
として紹介されましたが、食事前に言われるとやや
興覚めするところ、すっかり食べて、飲んで、忘れ
た翌朝のスピーチで話す当たりがさすがだなと思い
ました。

　ちなみに本会議二日目の昼食は食事前に「大豆
ミートを使ったカツ丼と、そのご飯にはコンニャク
ライス」という説明が司会者よりありました。これ
には皆、興覚めしてしまいましたが、食べてみたら
何の遜色もなく、味も大変美味しかったため、この
試みは大成功だったのではないかと思います。
　少し前の話で、これも気付きませんでしたが、
PETSでの昼食のサンドイッチもパンの耳を切らな
いもので、食品ロスを意識したものだったそうです。
こうした髙橋ガバナー年度の取り組みに感心しま
した。
　今月は財団月間であり、財団の取り組みテーマは
「環境」とのことです。
　本会議、午後の部には里山資本主義の著者であり、
東大法学部卒、MBA取得、日本総合研究所主席
研究員、日本政策投資銀行特任顧問の藻谷浩介氏
より「これからのニッポン、新潟の地域力を高める」
として記念講演がありました。
　藻谷さんは、歯に衣を着せない攻撃的な物言いで、
今までの常識をバッサバッサと切り倒し、会場に
向けても「これだから野球は巨人の長嶋茂雄だと
いっている世代はダメなんだ」と痛快に語られ、
予定時間を10分以上オーバーしましたが、誰からも
不満も出ず、もっと聞きたいと思わせる内容でした。
内容については私が語るより、実際に聞いてもらっ
た方が良いと思いますので、興味のある方は是非、
地区大会のアーカイブをご視聴下さい。大変参考に
なり、勉強になりました。

　　　　中村信一 
　　　　米山記念奨学委員長
　米山記念奨学事業についての
水野功氏のお話の中で、奨学生が
世界で活躍されていること、奨学
生としての体験は時間を超えてい
ろいろな形で広がっている。奨学
生として受けたことが年月を経て

も、各々の奨学生が心にとどめてそれぞれの奨学生
が出来ることでいろいろな形で貢献された例をお話
いただきました。
　その話を聞きながら「循環無端の話」を思い出し
ました。
　明治23年、トルコの軍艦エルトゥールル号が和
歌山の串本で難破したときに村人が総出で救助しま
した。当時は台風のため食料もわずかで自分たちの
生活も厳しかったにも関わらず命を懸けて救助に
あたりました。それから百年の時を超えて、1985年

「地区大会報告」
　　　　　　西山徳芳 会長
　今年度の地区大会は、先週12
日と13日にホテルイタリア軒と
ANAクラウンプラザホテル新潟
で行われました。今年も昨年と
同じようにリモートと実際の
集りを混合した形です。
　現地で参加したのは、私西山、

梨本幹事、中村信一米山記念奨学委員長、相場地区
ローターアクト委員長の4人になります。
　残りのメンバーは、昨年は越前屋ホテルに集まっ
たと思いますが、今年は会員それぞれで、オンライン
で参加することなりました。
　今回は、各クラブ会長、幹事、財団・米山委員長
と一部の地区役員だけになり、以前のように大型
バス2台で市役所から連なって行くのでなく、マイ
クロバス1台に収まってしまいした。
　来年度は、三条北RCから米山ガバナーを輩出する
ので、三条北RCは実行委員会での参加となりました。
会場は例によってテーブルにパーテーションを立て
感染防止対策をして式典に臨みました。ガバナーが
入場される時に令夫人と入場をされるわけですが、
普通、腕を取って入場されるわけですがこの度は
しっかりと手をつないで入場されたのがすごく印象
に残りました。自分はこのような場面で手を取って
入場できるだろうか、少し自信がありません。
　今年の来賓は、RI会長代理 2840地区前橋RCの
山田邦子さんで女性であります。
　会長代理の挨拶におかれましても女性ということ
で、 RIの会長も女性です。女性の会長が活躍する
場面も多く出てくるだろうと思います。
　来年のRI会長は男性ですが、再来年には女性のRI
会長が登場いたしますとのことです。
　式典は開会宣言の後、国歌ならび、奉仕の理想で
すが、新潟のホテルにおいては生ピアノで歌います。
石本パストガバナーが指揮を取られました。ダンス
をたしなまれるそうで、リズミカルに振られました
が、残念なことに歌えません。
　休憩の後に、ロータリー財団の講演ということで
日本を3つに分け、第1地域ロータリーコーディネー
ターの橋岡久太郎氏が登壇されました。東京・赤坂
の生まれで、能楽のシテ方、主役をやっていられた
方で、3歳の時には初舞台を踏んでいたそうで、
ロータリーも千葉・佐倉中央RCに入会され、クラブ
会長、ガバナーを経験された方です。講演の中で、「世
界で良いことをしよう」をスローガンに推進された
と言うところは非常に印象に残りました。

　集まった会員の同士で話を聞いていると、コロナ
に誰々が感染したとか、実は私も感染したという話
も聞こえてきて、ちょっと怖かったです。皆さん
がマスクをつけているので、感染の恐れはないと安
心はしておりました。
　それから二つの講演の中でDEI（Diversity, equity 
and inclusion）多様性・公平さ・インクルージョンで、
女子の活躍、包括性ということについて度々触れて
いたことが印象に残ります。米山記念奨学の話の中
で髙橋ガバナーから質問が出て、「中国人又はアジア
からの留学生が最近減ってきている。これは何かと
いう。」質問が出ました。これについて詳細な分析
はしたわけではないという断りの上で、世界の中で
日本の豊かさが総体的に下がってきていることと、
学力の上で大学のランキングが低い、東大でも世界
では70位ぐらいなので、他の大学に流れる場面が
多くなってきたのではなかろうかと分析されていた。
　休憩を挟んで RI会長代理歓迎晩餐会で会食する
わけですが、パーテーションを立てた上でお酌は
なさらぬように、席は離れることのないように、
手酌でとのお達しで、乾杯の後はパーテーションの
両隣ぐらいしか話ができない状態でしたが、宴会で
は接近しすぎて仕切りを倒し、テーブルが雪崩を
打って崩壊するテーブルが二つあり、すべての料理
をセットしなおすアクシデントがあった。
　会が進むとさすがに、何人かの方が挨拶に回った
ように見受けられました。アトラクションは古町
芸妓の踊りで、祝舞、四季の新潟、相川甚句なので
楽しめた、クラブ全員で参加できればもっと楽しかっ
たのでしょうが、仕方のないことなのかなと自分で
納得させました。
　2日目は会場をANAクラウンプラザホテル新潟に
移し、会場の入り口に三条RACのペットボトルキャッ
プの回収についての特設のブースがあり、メンバー
と相場地区ローターアクト委員長がアピールをして
いた。
　12日と同様に開会宣言の後、来賓役員の紹介、
物故会員を追悼し、ガバナー挨拶で始まり、RI会長
代理並びに、 RI会長のメッセージが流された。前年
度収支報告、監査報告の後、大会委員会の報告中で
も、南雲ガバナーノミニーの次、3年後のガバナー
の指名ができなかった報告があった。各種表彰の後、
活動報告としてロータリー財団奨学生、米山記念
奨学生、インターアクト地区代表、ローターアクト
地区代表の報告があった。
　表彰ではわが三条RCから、小越憲泰会員がロータ
リー米山記念奨学会寄付・個人表彰を受けられたこ
とを、ご報告いたします。
　食事はサステナブルという話で、昼食及びに晩餐

会の席でも肉が代替肉であったり、料理の材料が
県産品で輸送コストのかからないものであったり、
ご飯に、こんにゃくの粒が入ってるコンニャクライス
であったり、色々と新しい試みを盛り込んだSDGs
の食の実践であった。
　午後からの記念講演は藻谷浩介氏の、「これからの
ニッポン、新潟の地域力を高める」を演題に講演が
あった。講演については皆さんもご覧頂いたように、
数字の比較から生活保護、高齢化率、高齢者数、
日本の貿易相手国金額など小学生でも分かるくらい
簡単に数字を棒グラフにしての比較で、見やすく
聞きやすい講演であった。
　後はゴルフ大会の表彰 、RI会長代理の講評、
記念品の贈呈、米山ガバナーエレクトによる次回
開催地の挨拶PR、来年度三条の地において地区大会
を開くことを述べられている。北クラブがホスト
クラブになるがコ・ホストクラブとして三条RCを
始め三つのクラブが協力しなければならないという
ことを思わせた。
　本会議を閉じ、その後は親睦交流会となったが、
記念公演として、元宝塚月組の越乃リュウの歌謡
ショーが行われました。越乃リュウは新潟市小針の
焼き鳥屋さんの娘さんだそうで大変親近感を覚えま
した。報告を終わります。

　 　 　 　 梨本次郎 幹事
　地区大会は、地区のメンバー
が一堂に会し、そこで語られるス
トーリーや、分かち合う友情か
ら、ロータリーの奉仕の情熱を
高めることができる素晴らしい
大会だと思います。
　画面越しのオンライン映像で

は、そうした気持ちの高ぶりを感じることは難しく、
それは、対面でリアルに会うからこそ得られるエネ
ルギーであると思います。
　今回はCOVIT-19禍ということもあり、地区役員
と、各クラブの会長、幹事、一部対象者のみという
人数制限の中で第一日目の「指導者育成セミナー」、
第二日目の「本会議」が行われました。そうした
中で、幸運にも私は本年度幹事ということで、
第2560地区の地区大会に参加できたわけですが、
これは本当にありがたいことで、私自身、大変な
学びになりました。会場でしか感じることのできな
い雰囲気、ロータリーに対する愛情や熱意、奉仕の
想い、謙虚に学ぼうという姿勢、そして、何より、
そこに集う皆が、リーダーとして果敢に目的意識を
持って行動しようという意欲を肌で感じることがで
きました。まさに、ロータリーの奉仕の情熱を高め
ることができる素晴らしい大会だったと思います。
　本年度RI会長は、初の女性会長であるジェニ
ファー・ジョーンズさんですが、このようなことを
述べました。
　「私は最初の女性会長であるが、最後の女性会長
ではない」
　来年の会長エレクトは男性ですが、会長ノミニー
はアメリカ合衆国の女性の方だという発表が山田
邦子RI会長代理よりありました。
　前橋RC所属の内科医である山田邦子RI会長代理
も女性ですが、RIでは女児地位向上アンバサダーに
就任しており、昨年よりRIで取り組みが始まった
「女児のエンパワーメント」について、本年度の
ジェニファー・ジョーンズ会長も継続して取り組ん
でいると述べられました。これは女児の安全、教育、
健康、福祉を向上させる活動のことです。
　これからの世界の発展を考えた時に女性にもっと
もっと活躍の機会を与えなければならない。その
ためには幼いころから世界中の女の子の地位を向上
させようという活動です。
　山田邦子RI会長代理のスピーチも大変すばら
しく、これを聞けただけでも地区大会に来た意義が
あったと感じましたが、その山田邦子RI会長代理が
あいさつの中で流したジェニファー・ジョーンズ
会長のスピーチに心を打たれました。

イラン、イラク戦争のときにトルコ政府は取り残さ
れた215名の日本人のために飛行機2機を現地に差し
向けて救出してくれました。その5年後トルコ地震
の時にはその時助けられた日本人皆で義捐金を集め
トルコにおくりました。そしてそこでまた感謝され
たのです。
循環無端
宇城道塾という「武道で平和への循環をつくる」
と題して次のように記載されています。
日本の戦闘経という西暦1千年頃につくられた
日本最古の武経の正典による考えですが、「循環す
なわち、めぐりめぐって端なし。」
無限に行き詰まることはない。
　ロータリーに参加し活動を行う中で循環無端の
思想をより身近に体現できると思います。
　宇城道塾では「武道で平和の循環を作る」
　ロータリーでは「ロータリーの活動で平和の循環
と未来への循環を作る」一端になれたらと思いま
した。

　相場弘介
　地区ローターアクト委員長
　地区青少年奉仕員会に出向
している事から、RI会長代理御
夫妻歓迎晩餐会から地区大会に
参加して参りました。新潟RCを
ホストクラブに11月12日（土）
ホテルイタリア軒にて総勢198名

での晩餐会でした。コロナ禍と言われ現状に至る
3年間を払拭するような素晴らしい晩餐会で、RI会長
代理 山田邦子様も前橋RC所属であることから元々
は同じ地区であった新潟に来られてとても感慨深い
と仰っておりました。
　そして13日（日）にはANAクラウンプラザホテル
にて本会議が開催されました。午前の部として通例
のセレモニーから収支・各種報告や表彰と進みまし
た。ここでは活動報告としてロータリー財団奨学生、
米山記念奨学生、インターアクト地区代表、ロー
ターアクト地区代表も登壇しました。私はお役目上
ローターアクト田巻代表に注目しておりましたが、
各代表とも学生という立場や年齢を感じさせない
非常に素晴らしい堂々とした報告と内容で改めて
感銘を受けました。
　そして午後の部の記念講演「これからのニッポン、
新潟の地域力を高める」では藻谷浩介氏による本当
に目から鱗が落ちる、普段我々が接している報道や
情報がいかに事実（数値やデータ）とかけ離れている

かを知らされました。講演の中で藻谷氏が何度も
仰っていた “何事も解釈する前に実態確認” という
言葉がとても印象に残っています。そして交流会で
は元宝塚歌劇団月組組長の越乃リュウ氏による記念
公演とともに和やかに時間が過ぎて行きました。
　報告は以上ですが、今回の地区大会では地区財団
委員会ポリオプラス委員会の髙坂委員長より依頼を
受け、13日（日）本会議前の一時間、地区ローター
アクト田巻代表とともに三条ローターアクトクラブ
川越会長と笠原幹事にご協力いただき、三条ロー
ターアクトクラブのポリオワクチン確保に向けた
ペットボトルキャップ回収事業の紹介ブースを出展
しました。実際にワクチン一回分に変わるペットボ
トルキャップを展示したことから皆さまから非常に
注目され良いアピールになったと思います。休日の
早朝からご協力いただきました田巻代表、川越会長、
笠原幹事には本当に感謝しております。有り難う
ございました。

　また実動に当たり提唱クラブとしてご調整をいた
だきました梨本幹事と小林青少年奉仕委員長にも改
めまして御礼申し上げます。
　次年度は第四分区での地区大会開催となります。
コ・ホストクラブの一員として出来る限り協力し、
盛り上げていきたいと考えております。よろしくお
願い致します。
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会長挨拶
　　　　　　　　　　西山徳芳 会長 
　会員の皆様におかれましては、地区大会
のオンラインでの視聴、ありがとうござい
ました。現地で参加された方は二日間に
わたっての長い時間、ご苦労様でした。
　三条東RC外山信良会長エレクト、飯山
武志副幹事、坂西哲昌副SAA、本日は
ようこそいらっしゃいました。ごゆっくり
お過ごしください。

　さて、私は田舎の方に住んでいます。田んぼは周りにある
わけで、散歩をしていると稲刈りの後の切り株から穂が伸び
ております。その切り株から「ひこばえ」とか、「ひつち」、
「ひつじ」、「再生イネ」、「2番穂」などと呼ばれる株が生え
てきます。
　稲刈り後に生えたものとはいえ、同じ稲が実をつけている
ので食べられるのではないだろうか、と考えてしまうわけ
です。そこでちょっと考えてみました。いつも食べている
食事で、茶碗一杯が炊き上がりで100gから150g、お米を
粒数にすると3250粒、なかなかの数です。
　続いて一株にどれほどコメがとれるか考えます。子供たち
の夏休みの課題で、バケツに稲を育てることがあります。
　一株を植えるのですが、一株から3本の茎が立ちます。
一つの茎から約100粒が取れます。
　つまり茶碗一杯3250粒、一つの茎から100粒、11株で一
杯になります。ちょっと家で育てて自分の食事にすることは
無理があるようです。

　やはり実りの悪い、2番穂は、シベリアから飛ん
できた白鳥や鴨の餌にちょうどいいようです。
　ちなみに平成5年に全国的に冷害であった時、
岩手県でも記録的な不作となりました。
　翌年の平成6年に植える種籾もありませんでし
た。そこで5年の秋に収穫した米を種もみとして、
石垣島で早めに作ってもらい、岩手での翌年の田
植えに間に合わせたという話があります。
　今、お米は余っているそうですが、会社の仕事を
しなくなったら自給自足をするのに稲を育てるの
は、かなり無理があると思います。取った米粒を数
えるような時が来ないことを祈ります。

幹事報告
　　　　　　 梨本次郎 幹事

◎髙橋ガバナー事務所より
　「地区大会の御礼」
◎三条RACより
　「50㎞清掃活動のご案内」
　　　日　　時　11月20日（日）
　　　　　　　　8：00～9：00（受付開始 7：30）
　　　集合場所　ひめさゆりパーク（三条市下大浦）
◎三条市立大学より
　「医工連携セミナーのご案内」
　　　日　　時　11月24日（木）16：30～18：00
　　　会　　場　三条市立大学 4階 共和松井ホール
　※当初11月10日が申込締切でしたが、締め切りを
　設けずに受け付けることになりました。

◎クールビズ期間は終了しております。
　例会にご出席の際は、ジャケット・ネクタイの
着用をお願いいたします。

◎次週 23日は祝日のため休会です。

ニコニコBOX　
三条東RC　外山信良会長エレクト
　本日、よろしくお願いします。
三条東RC　飯山武志副幹事
　本日はお世話になります。よろしくお願いします。
三条東RC　坂西哲昌副SAA
　本日は、例会に参加させていただきまして、あり
がとうございます。勉強をさせていただきます。

西山徳芳会長
　弥彦の帰りに、二・七の市日でかきのもとを買っ
て食べました。花より団子になりました。
　地区大会への参加ありがとうございます。
吉井直樹さん
　本日、地区大会報告を宜しくお願いします。
　東クラブ 外山エレクト、飯山次年度幹事、坂西
SAAようこそおいで下さいました。

梨本次郎さん
　膝が痛くてしばらくランオフしていましたが、
痛みがおさまってきたので久し振りに走り始め
ました。走れることが幸せです。

斎藤弘文さん
　赤坂離宮 迎賓館見学しました。本当に素晴しい。
中林順一さん
　寒くなって来たので、冬の園芸作業をしなければ
と思うのですが天気が良いと遊びに行くし、雨が
降ると作業が出来ないし、わがままで困ります。

嘉瀬一洋さん
　地区大会がどういうものなのかも分かっていま
せんが、西山会長の卓話で勉強させて頂きます。

小越憲泰さん
　だいぶ寒くなって来ました。お互い健康に気を
付けましょう。

高橋　司さん
　西山会長「地区大会」出席ご苦労様でした。卓話
楽しみです。

衛藤泰男さん
　市から、5回目のワクチン接種予約書をいただき
ました。注射は痛くていやですがそうも言って
られません。

相場弘介さん
　本日もよろしくお願い致します。
小林吾郎さん
　先週オヤジの一周忌を行いました。早いものです。
杉山幸英さん
　寒くなりました。御身御自愛下さい。
歸山　肇さん
　西山会長、地区大会御苦労様でした。
中村信一さん
　地区大会お疲れ様でした。
野水靖之さん
　東ロータリークラブの皆様ようこそ。
　本日の地区大会報告、よろしくお願い致します。
中村和彦さん
　都合により早退させていただきます。
渡辺良一さん、 　若槻八十彦さん、 五十嵐晋三さん、
松永一義さん、 　船越良則さん、 　松平隆行さん、
小出子恵出さん

　地区大会報告ご苦労様です。お話楽しみにして
おります。
安達俊明さん、　 柳取崇之さん、　 長谷川徹さん、
早川滝徳さん
　よいことがありました。スマイルボックスに
協力いたします。

　　　　　　　　11月16日分　￥    34,000
　　　　　　　  　今 年 度 累 計　￥  445,000

　ジェニファー・ジョーンズ会長は大変魅力的な方
で、情熱的なメッセージを語ってくださいました。
　たった2分間の映像です。地区大会のアーカイブ
では57分からですので、もし興味のある方、山田
邦子RI会長代理のスピーチと併せてご覧頂ければと
思います。
　さて、私からは地区大会の食事についてと、講演
会の内容について少し報告させてもらいたいと思い
ます。二日目の本会議の挨拶で、髙橋ガバナーは
前日のRI会長代理歓迎晩餐会の食事について触れ
られました。
　2050年には世界の人口は90億人に達していると
予想され、食糧生産は今の70％増産する必要があり
ます。また、現在発展途上と言われている国々では、
急速に欧米化が進んでおり、約20％のカロリーを
動物性タンパク質によって摂取しようとしているの
ですが、1kgの食用牛肉には約16,000リットルの水が
投下されており、同じカロリーの穀物と比べると
数倍以上になります。地球上の水は限られた資源で
あり、これからの持続可能な社会を考えると、食料
難、食肉不足が懸念されます。そこで、今回の晩餐
会の一部には食糧危機に備え、持続可能な取り組み
として、ミートソースの挽肉の代わりに、大豆ミー
トを用いたとのことです。私は全然気づきませんで
した。恐らく、会場にいた人で大豆ミートという
ことが分かった人はいなかったのではないかと思い
ます。
　また、地域産業支援、輸送コストとエネルギーの
削減を意識して県産品にこだわったメニュー構成と
の説明もありました。
　髙橋ガバナーはこのようにメニューに趣向を凝
らしたことを、「環境問題に対するささやかな試み」
として紹介されましたが、食事前に言われるとやや
興覚めするところ、すっかり食べて、飲んで、忘れ
た翌朝のスピーチで話す当たりがさすがだなと思い
ました。

　ちなみに本会議二日目の昼食は食事前に「大豆
ミートを使ったカツ丼と、そのご飯にはコンニャク
ライス」という説明が司会者よりありました。これ
には皆、興覚めしてしまいましたが、食べてみたら
何の遜色もなく、味も大変美味しかったため、この
試みは大成功だったのではないかと思います。
　少し前の話で、これも気付きませんでしたが、
PETSでの昼食のサンドイッチもパンの耳を切らな
いもので、食品ロスを意識したものだったそうです。
こうした髙橋ガバナー年度の取り組みに感心しま
した。
　今月は財団月間であり、財団の取り組みテーマは
「環境」とのことです。
　本会議、午後の部には里山資本主義の著者であり、
東大法学部卒、MBA取得、日本総合研究所主席
研究員、日本政策投資銀行特任顧問の藻谷浩介氏
より「これからのニッポン、新潟の地域力を高める」
として記念講演がありました。
　藻谷さんは、歯に衣を着せない攻撃的な物言いで、
今までの常識をバッサバッサと切り倒し、会場に
向けても「これだから野球は巨人の長嶋茂雄だと
いっている世代はダメなんだ」と痛快に語られ、
予定時間を10分以上オーバーしましたが、誰からも
不満も出ず、もっと聞きたいと思わせる内容でした。
内容については私が語るより、実際に聞いてもらっ
た方が良いと思いますので、興味のある方は是非、
地区大会のアーカイブをご視聴下さい。大変参考に
なり、勉強になりました。

　　　　中村信一 
　　　　米山記念奨学委員長
　米山記念奨学事業についての
水野功氏のお話の中で、奨学生が
世界で活躍されていること、奨学
生としての体験は時間を超えてい
ろいろな形で広がっている。奨学
生として受けたことが年月を経て

も、各々の奨学生が心にとどめてそれぞれの奨学生
が出来ることでいろいろな形で貢献された例をお話
いただきました。
　その話を聞きながら「循環無端の話」を思い出し
ました。
　明治23年、トルコの軍艦エルトゥールル号が和
歌山の串本で難破したときに村人が総出で救助しま
した。当時は台風のため食料もわずかで自分たちの
生活も厳しかったにも関わらず命を懸けて救助に
あたりました。それから百年の時を超えて、1985年

「地区大会報告」
　　　　　　西山徳芳 会長
　今年度の地区大会は、先週12
日と13日にホテルイタリア軒と
ANAクラウンプラザホテル新潟
で行われました。今年も昨年と
同じようにリモートと実際の
集りを混合した形です。
　現地で参加したのは、私西山、

梨本幹事、中村信一米山記念奨学委員長、相場地区
ローターアクト委員長の4人になります。
　残りのメンバーは、昨年は越前屋ホテルに集まっ
たと思いますが、今年は会員それぞれで、オンライン
で参加することなりました。
　今回は、各クラブ会長、幹事、財団・米山委員長
と一部の地区役員だけになり、以前のように大型
バス2台で市役所から連なって行くのでなく、マイ
クロバス1台に収まってしまいした。
　来年度は、三条北RCから米山ガバナーを輩出する
ので、三条北RCは実行委員会での参加となりました。
会場は例によってテーブルにパーテーションを立て
感染防止対策をして式典に臨みました。ガバナーが
入場される時に令夫人と入場をされるわけですが、
普通、腕を取って入場されるわけですがこの度は
しっかりと手をつないで入場されたのがすごく印象
に残りました。自分はこのような場面で手を取って
入場できるだろうか、少し自信がありません。
　今年の来賓は、RI会長代理 2840地区前橋RCの
山田邦子さんで女性であります。
　会長代理の挨拶におかれましても女性ということ
で、 RIの会長も女性です。女性の会長が活躍する
場面も多く出てくるだろうと思います。
　来年のRI会長は男性ですが、再来年には女性のRI
会長が登場いたしますとのことです。
　式典は開会宣言の後、国歌ならび、奉仕の理想で
すが、新潟のホテルにおいては生ピアノで歌います。
石本パストガバナーが指揮を取られました。ダンス
をたしなまれるそうで、リズミカルに振られました
が、残念なことに歌えません。
　休憩の後に、ロータリー財団の講演ということで
日本を3つに分け、第1地域ロータリーコーディネー
ターの橋岡久太郎氏が登壇されました。東京・赤坂
の生まれで、能楽のシテ方、主役をやっていられた
方で、3歳の時には初舞台を踏んでいたそうで、
ロータリーも千葉・佐倉中央RCに入会され、クラブ
会長、ガバナーを経験された方です。講演の中で、「世
界で良いことをしよう」をスローガンに推進された
と言うところは非常に印象に残りました。

　集まった会員の同士で話を聞いていると、コロナ
に誰々が感染したとか、実は私も感染したという話
も聞こえてきて、ちょっと怖かったです。皆さん
がマスクをつけているので、感染の恐れはないと安
心はしておりました。
　それから二つの講演の中でDEI（Diversity, equity 
and inclusion）多様性・公平さ・インクルージョンで、
女子の活躍、包括性ということについて度々触れて
いたことが印象に残ります。米山記念奨学の話の中
で髙橋ガバナーから質問が出て、「中国人又はアジア
からの留学生が最近減ってきている。これは何かと
いう。」質問が出ました。これについて詳細な分析
はしたわけではないという断りの上で、世界の中で
日本の豊かさが総体的に下がってきていることと、
学力の上で大学のランキングが低い、東大でも世界
では70位ぐらいなので、他の大学に流れる場面が
多くなってきたのではなかろうかと分析されていた。
　休憩を挟んで RI会長代理歓迎晩餐会で会食する
わけですが、パーテーションを立てた上でお酌は
なさらぬように、席は離れることのないように、
手酌でとのお達しで、乾杯の後はパーテーションの
両隣ぐらいしか話ができない状態でしたが、宴会で
は接近しすぎて仕切りを倒し、テーブルが雪崩を
打って崩壊するテーブルが二つあり、すべての料理
をセットしなおすアクシデントがあった。
　会が進むとさすがに、何人かの方が挨拶に回った
ように見受けられました。アトラクションは古町
芸妓の踊りで、祝舞、四季の新潟、相川甚句なので
楽しめた、クラブ全員で参加できればもっと楽しかっ
たのでしょうが、仕方のないことなのかなと自分で
納得させました。
　2日目は会場をANAクラウンプラザホテル新潟に
移し、会場の入り口に三条RACのペットボトルキャッ
プの回収についての特設のブースがあり、メンバー
と相場地区ローターアクト委員長がアピールをして
いた。
　12日と同様に開会宣言の後、来賓役員の紹介、
物故会員を追悼し、ガバナー挨拶で始まり、RI会長
代理並びに、 RI会長のメッセージが流された。前年
度収支報告、監査報告の後、大会委員会の報告中で
も、南雲ガバナーノミニーの次、3年後のガバナー
の指名ができなかった報告があった。各種表彰の後、
活動報告としてロータリー財団奨学生、米山記念
奨学生、インターアクト地区代表、ローターアクト
地区代表の報告があった。
　表彰ではわが三条RCから、小越憲泰会員がロータ
リー米山記念奨学会寄付・個人表彰を受けられたこ
とを、ご報告いたします。
　食事はサステナブルという話で、昼食及びに晩餐

会の席でも肉が代替肉であったり、料理の材料が
県産品で輸送コストのかからないものであったり、
ご飯に、こんにゃくの粒が入ってるコンニャクライス
であったり、色々と新しい試みを盛り込んだSDGs
の食の実践であった。
　午後からの記念講演は藻谷浩介氏の、「これからの
ニッポン、新潟の地域力を高める」を演題に講演が
あった。講演については皆さんもご覧頂いたように、
数字の比較から生活保護、高齢化率、高齢者数、
日本の貿易相手国金額など小学生でも分かるくらい
簡単に数字を棒グラフにしての比較で、見やすく
聞きやすい講演であった。
　後はゴルフ大会の表彰 、RI会長代理の講評、
記念品の贈呈、米山ガバナーエレクトによる次回
開催地の挨拶PR、来年度三条の地において地区大会
を開くことを述べられている。北クラブがホスト
クラブになるがコ・ホストクラブとして三条RCを
始め三つのクラブが協力しなければならないという
ことを思わせた。
　本会議を閉じ、その後は親睦交流会となったが、
記念公演として、元宝塚月組の越乃リュウの歌謡
ショーが行われました。越乃リュウは新潟市小針の
焼き鳥屋さんの娘さんだそうで大変親近感を覚えま
した。報告を終わります。

　 　 　 　 梨本次郎 幹事
　地区大会は、地区のメンバー
が一堂に会し、そこで語られるス
トーリーや、分かち合う友情か
ら、ロータリーの奉仕の情熱を
高めることができる素晴らしい
大会だと思います。
　画面越しのオンライン映像で

は、そうした気持ちの高ぶりを感じることは難しく、
それは、対面でリアルに会うからこそ得られるエネ
ルギーであると思います。
　今回はCOVIT-19禍ということもあり、地区役員
と、各クラブの会長、幹事、一部対象者のみという
人数制限の中で第一日目の「指導者育成セミナー」、
第二日目の「本会議」が行われました。そうした
中で、幸運にも私は本年度幹事ということで、
第2560地区の地区大会に参加できたわけですが、
これは本当にありがたいことで、私自身、大変な
学びになりました。会場でしか感じることのできな
い雰囲気、ロータリーに対する愛情や熱意、奉仕の
想い、謙虚に学ぼうという姿勢、そして、何より、
そこに集う皆が、リーダーとして果敢に目的意識を
持って行動しようという意欲を肌で感じることがで
きました。まさに、ロータリーの奉仕の情熱を高め
ることができる素晴らしい大会だったと思います。
　本年度RI会長は、初の女性会長であるジェニ
ファー・ジョーンズさんですが、このようなことを
述べました。
　「私は最初の女性会長であるが、最後の女性会長
ではない」
　来年の会長エレクトは男性ですが、会長ノミニー
はアメリカ合衆国の女性の方だという発表が山田
邦子RI会長代理よりありました。
　前橋RC所属の内科医である山田邦子RI会長代理
も女性ですが、RIでは女児地位向上アンバサダーに
就任しており、昨年よりRIで取り組みが始まった
「女児のエンパワーメント」について、本年度の
ジェニファー・ジョーンズ会長も継続して取り組ん
でいると述べられました。これは女児の安全、教育、
健康、福祉を向上させる活動のことです。
　これからの世界の発展を考えた時に女性にもっと
もっと活躍の機会を与えなければならない。その
ためには幼いころから世界中の女の子の地位を向上
させようという活動です。
　山田邦子RI会長代理のスピーチも大変すばら
しく、これを聞けただけでも地区大会に来た意義が
あったと感じましたが、その山田邦子RI会長代理が
あいさつの中で流したジェニファー・ジョーンズ
会長のスピーチに心を打たれました。

イラン、イラク戦争のときにトルコ政府は取り残さ
れた215名の日本人のために飛行機2機を現地に差し
向けて救出してくれました。その5年後トルコ地震
の時にはその時助けられた日本人皆で義捐金を集め
トルコにおくりました。そしてそこでまた感謝され
たのです。
循環無端
宇城道塾という「武道で平和への循環をつくる」
と題して次のように記載されています。
日本の戦闘経という西暦1千年頃につくられた
日本最古の武経の正典による考えですが、「循環す
なわち、めぐりめぐって端なし。」
無限に行き詰まることはない。
　ロータリーに参加し活動を行う中で循環無端の
思想をより身近に体現できると思います。
　宇城道塾では「武道で平和の循環を作る」
　ロータリーでは「ロータリーの活動で平和の循環
と未来への循環を作る」一端になれたらと思いま
した。

　相場弘介
　地区ローターアクト委員長
　地区青少年奉仕員会に出向
している事から、RI会長代理御
夫妻歓迎晩餐会から地区大会に
参加して参りました。新潟RCを
ホストクラブに11月12日（土）
ホテルイタリア軒にて総勢198名

での晩餐会でした。コロナ禍と言われ現状に至る
3年間を払拭するような素晴らしい晩餐会で、RI会長
代理 山田邦子様も前橋RC所属であることから元々
は同じ地区であった新潟に来られてとても感慨深い
と仰っておりました。
　そして13日（日）にはANAクラウンプラザホテル
にて本会議が開催されました。午前の部として通例
のセレモニーから収支・各種報告や表彰と進みまし
た。ここでは活動報告としてロータリー財団奨学生、
米山記念奨学生、インターアクト地区代表、ロー
ターアクト地区代表も登壇しました。私はお役目上
ローターアクト田巻代表に注目しておりましたが、
各代表とも学生という立場や年齢を感じさせない
非常に素晴らしい堂々とした報告と内容で改めて
感銘を受けました。
　そして午後の部の記念講演「これからのニッポン、
新潟の地域力を高める」では藻谷浩介氏による本当
に目から鱗が落ちる、普段我々が接している報道や
情報がいかに事実（数値やデータ）とかけ離れている

かを知らされました。講演の中で藻谷氏が何度も
仰っていた “何事も解釈する前に実態確認” という
言葉がとても印象に残っています。そして交流会で
は元宝塚歌劇団月組組長の越乃リュウ氏による記念
公演とともに和やかに時間が過ぎて行きました。
　報告は以上ですが、今回の地区大会では地区財団
委員会ポリオプラス委員会の髙坂委員長より依頼を
受け、13日（日）本会議前の一時間、地区ローター
アクト田巻代表とともに三条ローターアクトクラブ
川越会長と笠原幹事にご協力いただき、三条ロー
ターアクトクラブのポリオワクチン確保に向けた
ペットボトルキャップ回収事業の紹介ブースを出展
しました。実際にワクチン一回分に変わるペットボ
トルキャップを展示したことから皆さまから非常に
注目され良いアピールになったと思います。休日の
早朝からご協力いただきました田巻代表、川越会長、
笠原幹事には本当に感謝しております。有り難う
ございました。

　また実動に当たり提唱クラブとしてご調整をいた
だきました梨本幹事と小林青少年奉仕委員長にも改
めまして御礼申し上げます。
　次年度は第四分区での地区大会開催となります。
コ・ホストクラブの一員として出来る限り協力し、
盛り上げていきたいと考えております。よろしくお
願い致します。

　　次々週例会　 12月14日　　　「外部卓話」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟地方法務局
　　　　　　　　　　　　　　　　　　三条支局長補佐　渡邊　雄之 様

　　次 週 例 会　 12月 7日　　　「年次総会」　西山徳芳 会長

23
日 月 火 水 木 金 土

三条ロータリークラブ例会日

◆三条東RC
　「年次総会」
　　近藤健太 会長

◆三条南RC
　「年次総会」
　　松﨑孝史 会長

◆三条南RC
　「新入会員卓話」
　　関　博市 会員

◆三条南RC
　夜例会
　「忘年家族会」
　（記帳できます）

◆三条北RC
　「新入会員卓話」
　　吉川将人 会員

◆三条北RC
　「年次総会」
　　松山浩仁 会長

◆三条北RC
　夜例会
　「クリスマスパーティー」
　（記帳できます）

◆三条RC
　夜例会
　「忘年家族会」

◆三条RC
　「外部卓話」
　新潟地方法務局
　三条支局長補佐
　　　渡邊雄之 様

◆三条RC
　「年次総会」
　　西山徳芳 会長

◆三条北RC
　「夜例会」
　（記帳できます）

◆三条南RC
　「納涼例会」
　（記帳できます）

◆三条RC
　休会（祝日の週）

◆三条東RC
　「クラブフォーラム・
　　　会員増強」
　長谷川恵慈
　組織強化委員長

◆三条東RC
　社会奉仕事業
　「グッデイいきいき
　　サポートセンター
　　クリスマスプレゼント会」
　（記帳できます）

◆三条東RC
　夜例会「忘年会」
　（記帳できます）

◆三条南RC
　休会（年末）
　（記帳できます）

◆三条北RC
　休会（年末）
　（記帳できます）

◆三条RC
　休会（年末）

◆三条東RC
　休会（年末）

2

9

16

23

30

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

3

10

17

24

31

※ 近隣RC例会変更のお知らせ！ （記帳できます）　　　　　　　　　　 　　　　　記帳場所
加茂市産業センター
新潟大栄信用組合本店入口（11～14時）

　●加茂RC　　　 　　　  12月15日（木）　夜例会
　●分水RC　　　　　　　　　20日（火）　移動例会


